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 江差町教育委員会では、令和 3年 5月に策定した『江差町教育推進計画（令和 3年度か

ら令和 7年度）』において、推進計画期間中のテーマを「ふるさと江差に心の向く教育」と

し、その具体的取り組みとして「ふるさと江差発見事業」を実施しています。 

 「ふるさと江差発見事業」とは、学習指導要領に基づきながら、地域素材を活用した授

業を学校の考え方に副って展開していくことです。 

 例としては、江戸時代から地域に伝わる民謡「江差追分」を素材にして、各学校が音楽

の授業や総合学習の授業などで授業展開をしています。 

 さて、江差町教育委員会では、先の大戦から 60年の時を経た平成 17年に町内の方へ戦

争体験の聞き取り調査を行い、話者のご了解をいただいた上で、平成 18 年に『私の戦争

体験 ～60年前の記憶～』と題した冊子を作成しました。 

 聞き取り調査から 15 年以上を経過し、残念ながらご他界された話者の方もいらっしゃ

います。 

 江差町教育委員会では、この貴重な体験談を学校教育や社会教育の場でさらに活用させ

ていただきたく、さらには話者の想いを確実に後世へ伝えるため、『私の戦争体験』として

再編集して広く公開することとしました。 

 改めまして、貴重な体験談をお話しいただきました方々へ感謝申し上げます。 

 この冊子が様々な場で活用されれば幸いです。 

 

 

 

 

 

       令和 4年 6月 

        江差町教育委員会 
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■お名
な

前
まえ

 

 井
い

川
がわ

勝
かつ

栄
えい

 さん 

■生
う

まれた年
とし

 

 １９１１年（明治
めい じ

４４年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年
ねん

齢
れい

 

 満
まん

３４歳 

■聞
き

き取
き

り年月日
ねんがっぴ

 

 ２００５年（平成
へいせい

１７年）９月１６日 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦
せん

後
ご

にいた場
ば

所
しょ

 

 戦時中
せんじちゅう

   ハルビン 

 終戦時
しゅうせんじ

   ハルビン 

 戦
せん

 後
ご

  ハルビン→牡丹江
ぼたんこう

→シベリア→江
え

差
さし

 

■戦争
せんそう

が始
はじ

まる前
まえ

 

  １９１８年（大正
たいしょう

７年）に上ノ国
かみのくに

（北海道
ほっかいどう

上ノ国町
かみのくにちょう

）の河北尋常小学校
かほくじんじょうしょうがっこう

に入学
にゅうがく

し

 て、６年
ねん

生
せい

まで通
かよ

った。１９２４年（大正
たいしょう

１３年）に江
え

差
さし

の柏樹高等小学校
かしわぎこうとうしょうがっこう

（江
え

差
さし

 小学校
しょうがっこう

の前
ぜん

身
しん

）に入学
にゅうがく

した。姉
あね

が五勝手
ご か っ て

（江差町
えさしちょう

南
なん

部
ぶ

）に嫁
とつ

いでいたので、そこに

 住
す

まわせてもらい、３年
ねん

生
せい

まで通
かよ

った。 

  柏樹高等小学校
かしわぎこうとうしょうがっこう

の運
うん

動
どう

会
かい

を松
まつ

ノ
の

岱
たい

グラウンドで行
おこ

なった。 

  １９３１年（昭和
しょうわ

６年）になって小林牛乳
こばやしぎゅうにゅう

で働
はたら

いた。リアカーに牛 乳
ぎゅうにゅう

を積
つ

んで、

 毎
まい

日
にち

午
ご

前
ぜん

と午
ご

後
ご

の２回
かい

配達
はいたつ

をしていた。 

  ２０歳の年
とし

に徴兵検査
ちょうへいけんさ

を受
う

けた。場
ば

所
しょ

は柏樹高等小学校
かしわぎこうとうしょうがっこう

の校
こう

舎
しゃ

だった。徴兵検査
ちょうへいけんさ

を

 受
う

けるために各
かく

地
ち

から多
おお

くの人
ひと

が江
え

差
さし

へやって来
き

た。そういう人
ひと

たちは、詰木石町
づみきいしちょう

 （江差町
えさしちょう

字
あざ

愛宕町
あたごちょう

）のマルダイ竹
たけ

内
うち

旅館
りょかん

やヤマニふじや旅館
りょかん

に泊
と

まった。 

  その後
ご

、１９３４年（昭和
しょうわ

９年）に江
え

差
さし

の郵便局
ゆうびんきょく

に勤
つと

めた。 

  １９３９年（昭和
しょうわ

１４年）９月、満州国
まんしゅうこく

のハルビンに移
うつ

り住
す

み、満州鉄道
まんしゅうてつどう

の系
けい

列
れつ

井
い

川
がわ

勝
かつ

栄
えい

さんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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 会
がい

社
しゃ

の国
こく

際
さい

運
うん

輸
ゆ

に勤
つと

めた。鉄
てつ

道
どう

で運
はこ

ばれてきた荷
に

物
もつ

を 車
くるま

に積
つ

み換
か

えて運
はこ

ぶ仕
し

事
ごと

だっ

 た。自
じ

分
ぶん

は営業所
えいぎょうしょ

で管
かん

理
り

をして、中国人
ちゅうごくじん

・朝鮮人
ちょうせんじん

・ロシア人
じん

などの運転手
うんてんしゅ

の差
さ

配
はい

を

 した。 

  当
とう

時
じ

の満州国
まんしゅうこく

は、日
に

本
ほん

人
じん

・朝鮮人
ちょうせんじん

・白
はっ

系
けい

ロシア人
じん

・漢
かん

民
みん

族
ぞく

など様
さま

々
ざま

な民
みん

族
ぞく

であふ

 れていた。満州国
まんしゅうこく

の皇
こう

帝
てい

だった溥
ふ

儀
ぎ

は、ラジオ放
ほう

送
そう

で五族協和
ごぞくきょうわ

を唱
とな

えていた。会
かい

社
しゃ

で

 も中国語
ちゅうごくご

やロシア語
ご

の講習
こうしゅう

をしていた。当
とう

時
じ

朝鮮
ちょうせん

では強制的
きょうせいてき

に日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

わせて

 いたので、朝鮮語
ちょうせんご

の講習
こうしゅう

はなかった。お互
たが

いに身
み

振
ぶ

り手
て

振
ぶ

りをしながら会
かい

話
わ

をしてい

 た。 

  ハルビンで暮
くら

していた１９４１年（昭和
しょうわ

１６年）、大
おお

家
や

さんだった白系
はっけい

ロシア人
じん

で貴
き

 族
ぞく

だったウォロン・ゾーウフ氏
し

から油絵
あぶらえ

をいただいた。その油絵
あぶらえ

は敗
はい

戦
せん

前
まえ

に日
に

本
ほん

へ送
おく

 ることができたので、今
いま

でも大
たい

切
せつ

に持
も

っている。 

  桂岡
かつらおか

（北海道
ほっかいどう

上ノ国町
かみのくにちょう

桂岡
かつらおか

）出身
しゅっしん

の人が憲
けん

兵
ぺい

として満州国
まんしゅうこく

に来
き

ていた。 

■戦争中
せんそうちゅう

 

  １９４１年（昭和
しょうわ

１６年）、まだ太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まっていない頃
ころ

に関
かん

東
とう

軍
ぐん

に召 集
しょうしゅう

さ

 れたが、２ケ月で除
じょ

隊
たい

となった。 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）７月２０日頃
ごろ

、ハルビンの都市防衛召集
としぼうえいしょうしゅう

で２回
かい

目
め

の召
しょう

集
しゅう

 を受
う

けた。関
かん

東
とう

軍
ぐん

の七八二部
ぶ

隊
たい

に入
はい

った。関
かん

東
とう

軍
ぐん

の大
おお

きな倉
そう

庫
こ

で衣料
いりょう

・食 糧
しょくりょう

・医療
いりょう

 などの軍
ぐん

用
よう

品
ひん

を 車
くるま

で輸
ゆ

送
そう

する担
たん

当
とう

だった。１日に５０車両
しゃりょう

ほども出
で

入
い

りがあった。 

■敗
はい

戦
せん

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）８月１５日、玉音放送
ぎょくおんほうそう

をハルビンで聞
き

いた。陸
りく

軍
ぐん

で所
しょ

属
ぞく

 していた部
ぶ

隊
たい

が集
あつ

まって聞
き

いていた。雑
ざつ

音
おん

もなく、日
に

本
ほん

が負
ま

けたという内
ない

容
よう

もわかっ

 た。「情
なさ

けない。国
くに

のために尽
つ

くしたのに残
ざん

念
ねん

だ」と思
おも

った。 

  ８月１６日、満州国
まんしゅうこく

において中国人
ちゅうごくじん

で編
へん

成
せい

されていた満
まん

軍
ぐん

が反
はん

抗
こう

してきた。日
に

本
ほん

 軍
ぐん

と交戦
こうせん

していたが、２、３日ほどで引
ひ

いて行
い

った。 

  満
まん

軍
ぐん

が引
ひ

いた後
あと

、不可侵条約
ふかしんじょうやく

を破
やぶ

ってソ連
れん

軍
ぐん

が進
しん

攻
こう

してきた。自
じ

分
ぶん

たちはハルビン

 で武
ぶ

装
そう

解
かい

除
じょ

をした。その後
ご

、ハルビンから牡丹江
ぼたんこう

まで歩
ある

いて行
い

った。線
せん

路
ろ

の上
うえ

を４日

 間ほど歩
ある

き通
とお

しだった。草
くさ

むらで寝
ね

た。 

  途中
とちゅう

で牡丹江
ぼたんこう

からハルビンへと向
む

かう満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

団
だん

とすれ違
ちが

った。彼
かれ

らはハルビンへ
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 と向かっていた。みんな着
き

の身
み

着
き

のままだった。子
こ

供
ども

たちも大
おお

勢
ぜい

いた。この子
こ

供
ども

たち

 の中
なか

から残留孤児
ざんりゅうこじ

が生
う

まれた 

  牡丹江
ぼたんこう

に日
に

本
ほん

兵
へい

が大
おお

勢
ぜい

集
あつ

められた。ここに２０日間ぐらいいたと思
おも

う。日
に

本
ほん

軍
ぐん

の兵
へい

 舎
しゃ

で生
せい

活
かつ

していた。 

  自
じ

分
ぶん

の妻
つま

と２人の子
こ

供
ども

はハルビンに残
のこ

された。 

■抑留
よくりゅう

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）の９月末
まつ

から１０月初
はじ

め、ソ連
れん

軍
ぐん

は牡丹江
ぼたんこう

にいた日
に

本
ほん

兵
へい

 たち へ「ダモイ（日
に

本
ほん

へ帰
かえ

す）」と言
い

って、無
む

蓋
がい

（屋
や

根
ね

がないこと）の貨
か

車
しゃ

に乗
の

せた。

 日
に

本
ほん

 に帰
かえ

るにはウラジオストクの方
ほう

向
こう

に列
れっ

車
しゃ

が進
すす

まなければならないが、列
れっ

車
しゃ

は反
はん

対
たい

 方
ほう

向
こう

のシベリアに向
む

かっていた。途中
とちゅう

で黒竜江
こくりゅうこう

（アムール川
がわ

）を渡
わた

ったので「だまさ

 れた」と思
おも

った。 

  １週間
しゅうかん

ほど列
れっ

車
しゃ

に乗
の

って、サガラドッグ（場
ば

所
しょ

不
ふ

明
めい

）という場所
ばし ょ

に着
つ

いた。１,０

 ００人ほどの日
に

本
ほん

兵
へい

がいた。冬
ふゆ

を迎
むか

えて、シラカバやマツの薪
たきぎ

取
と

りをさせられた。雪
ゆき

 は少
すく

ないがとても寒
さむ

かった。凍傷
とうしょう

になり手
て

の指
ゆび

が曲
まが

がってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  サガラドッグの収容所
しゅうようじょ

では３００人ぐらいの日
に

本
ほん

兵
へい

が死
し

亡
ぼう

した。ほとんどが栄
えい

養
よう

凍傷
とうしょう

で関
かん

節
せつ

が曲
まが

がってしまった井
い

川
がわ

さんの手
て

の指
ゆび
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 失
しっ

調
ちょう

だった。寝
ね

床
どこ

でパンを握
にぎ

ったまま死
し

んでいる人
ひと

もいた。遺
い

骸
がい

の埋
まい

葬
そう

は日
に

本
ほん

兵
へい

がし

 たが、土
つち

が凍
こお

っているので小
ちい

さな穴
あな

しか掘
ほ

ることができなかった。遺
い

骸
がい

はすぐに凍
こお

る

 ので、手
て

足
あし

を少
すこ

しだけ叩
たた

くと簡
かん

単
たん

に折
お

れた。小
ちい

さな穴
あな

に身体
から だ

・手
て

・足
あし

などをまとめて

 埋
まい

葬
そう

した。おそらく今
いま

でもシベリアの地
ち

に仲
なか

間
ま

の遺
い

骨
こつ

が眠
ねむ

っているだろう。 

  収容所
しゅうようじょ

の中
なか

はペチカ式
しき

の暖
だん

房
ぼう

だったので、かなり暖
あたた

かかった。火
ひ

が絶
た

えないよう

 にひとりが不
ふ

寝
しん

番
ばん

をしていた。１棟
むね

に５０人ぐらいが生活
せいかつ

していた。木
もく

製
せい

の２段
だん

ベッ

 トがあった。しかし、トイレが屋
おく

外
がい

にあり、かなり寒
さむ

かった。 

  収容所
しゅうようじょ

での食事
しょくじ

は、黒
くろ

パンが１日２回
かい

で１回
かい

に３５０gずつ、タラやニシンを塩
しお

で

 煮
に

たスープが１日３回
かい

だった。収容所内
しゅうようじょない

で食
た

べる時
とき

には、飯
はん

盒
ごう

に食事
しょくじ

をもらって生
せい

 活
かつ

している棟
むね

で食
た

べた。 

  シラミが出
で

るので、夜
よる

になると身体
から だ

がかゆくなった。軍
ぐん

服
ぷく

を蒸気
じょうき

で蒸
む

してシラミを

 殺
ころ

した。 

  １９４７年（昭和
しょうわ

２２年）になって、抑留
よくりゅう

されている日
に

本
ほん

兵
へい

のなかで反
はん

官
かん

闘
とう

争
そう

が起
お

 こった。これは、同
おな

じく抑留
よくりゅう

されている人
にん

間
げん

なのに少尉
しょうい

などの人
ひと

たちは労
ろう

働
どう

をしてい

 なかったので、他
た

の日
に

本
ほん

兵
へい

の不
ふ

満
まん

が高
たか

まったことに原
げん

因
いん

があった。反
はん

官
かん

闘
とう

争
そう

の後
あと

、少尉
しょうい

 なども労
ろう

働
どう

をするようになった。 

  収容所
しゅうようじょ

では共産主義
きょうさんしゅぎ

の思想教育
しそうきょういく

を受
う

けた。まず、予
よ

科
か

練
れん

などを出
で

た１７、１８歳ぐ

 らいの若
わか

者
もの

たちが教育
きょういく

を受
う

け、自
じ

分
ぶん

たちはその若
わか

者
もの

たちから教育
きょういく

を受
う

けた。若
わか

者
もの

た

 ちは、天
てん

皇
のう

制
せい

批
ひ

判
はん

などを強要
きょうよう

し、それに対
たい

して意
い

見
けん

を言
い

うと反
はん

動
どう

分
ぶん

子
し

として処
しょ

罰
ばつ

を受
う

 けた。重労働
じゅうろうどう

を強
し

いられる収容所
しゅうようじょ

に移
うつ

される罰
ばつ

もあった。日
に

本
ほん

でも共産主義
きょうさんしゅぎ

を伝
つた

え

 ていかなければ日
に

本
ほん

に帰
かえ

さないと言
い

われた。するつもりはなかったが、帰
かえ

してくれな

 いので「する」と言
い

った。 

  自
じ

分
ぶん

がシベリアに抑留
よくりゅう

されていることは、シベリアで一
いっ

緒
しょ

に抑留生活
よくりゅうせいかつ

をし、いち

 早
はや

く帰
き

国
こく

した仲
なか

間
ま

に頼
たの

んで、郷里
きょうり

に知
し

らせてもらっていた。 

  １９４９年（昭和
しょうわ

２４年）、ナホトカの収容所
しゅうようじょ

でソ連
れん

軍
ぐん

から「ダモイ（日
に

本
ほん

へ帰
かえ

す）」

 と言
い

われた。６月末
まつ

にナホトカ港
こう

を出港
しゅっこう

し、７月３日に舞
まい

鶴
づる

港
こう

（京都府
きょうとふ

舞
まい

鶴
づる

市
し

）に復
ふく

 員
いん

した。胸
むね

がいっぱいになった。舞
まい

鶴
づる

では検
けん

閲
えつ

などを受
う

けて３日ほど過
す

ごし、日
に

本
ほん

海
かい

 周
まわ

りの鉄
てつ

道
どう

に乗
の

って青
あお

森
もり

まで行
い

った。青
あお

森
もり

からは連
れん

絡
らく

線
せん

に乗
の

って函
はこ

館
だて

に着
つ

いた。函
はこ

館
だて
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 からは鉄
てつ

道
どう

で江
え

差
さし

に帰
かえ

って来
き

た。江
え

差
さし

駅
えき

には親
しん

類
るい

などが迎
むか

えに来
き

てくれていた。帰
かえ

っ

 てきた時
とき

には親
しん

類
るい

などがお祝
いわ

いを開
ひら

いてくれた。 

■戦
せん

後
ご

 

  復
ふく

員
いん

後
ご

は日
に

本
ほん

通
つう

運
うん

で 働
はたら

いた。今
いま

の佐々木病院
ささきびょういん

がある場
ば

所
しょ

にヤマニジュウ関
せき

川
かわ

家
け

の

 蔵
くら

があったが、そこは食 糧 庁
しょくりょうちょう

の指
し

定
てい

倉
そう

庫
こ

となっていた。その蔵
くら

には、北
ほっ

海
かい

道
どう

をはじ

 め青
あお

森
もり

や秋
あき

田
た

などからの農
のう

家
か

の供 出 米
きょうしゅつまい

が納
おさ

められていた。ヤマニジュウ関
せき

川
かわ

家
け

の蔵
くら

 だけでは足
た

りないので、オオガネキ高
たか

橋
はし

家
け

の蔵
くら

も使
つか

っていた。この倉
そう

庫
こ

から函
はこ

館
だて

米
べい

穀
こく

 へと受
う

け渡
わた

し、配給米
はいきゅうまい

となった。ネズミが米
こめ

を食
た

べないように、防
ぼう

毒
どく

面
めん

をかぶって燻
くん

 蒸
じょう

をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 

牡丹江
ぼたんこう

 

ハルビン 

舞
まい

鶴
づる

 

ウラジオストク ナホトカ 

黒竜江
こくりゅうこう

 

江
え

差
さし
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■お名
な

前
まえ

 

 高
たか

野
の

コマ さん 

■生
う

まれた年
とし

 

 １９１１年（明
めい

治
じ

４４年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年齢
ねんれい

 

 満
まん

３３歳 

■聞
き

き取
き

り年月日
ねんがっぴ

 

 ２００５年（平成
へいせい

１７年）９月１５日 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦
せん

後
ご

にいた場
ば

所
しょ

 

 戦時中
せんじちゅう

   樺太
からふと

（サハリン） 

 終戦時
しゅうせんじ

   樺太
からふと

（サハリン） 

 戦
せん

 後
ご

  樺太
からふと

（サハリン）→江差
えさ し

 

■戦争
せんそう

が始
はじ

まる前
まえ

 

  利
り

尻
しり

（北
ほっ

海
かい

道
どう

の利
り

尻
しり

島
とう

）の尋常小学校
じんじょうしょうがっこう

に通
かよ

った。姉
あね

の子
こ

供
ども

を背負
せ お

って学
がっ

校
こう

に行
い

っ

 た。２、３個
こ

のおにぎりを持
も

って行
い

き、子
こ

供
ども

が泣
な

けば少
すこ

しずつ食
た

べさせていた。その

 おにぎりが無
な

くなれば子
こ

供
ども

が泣
な

き出
だ

すので、先
せん

生
せい

に「廊
ろう

下
か

に行
い

ってなさい」と言
い

われ

 た。 

  利
り

尻
しり

の尋常小学校
じんじょうしょうがっこう

を出
で

ると、利
り

尻
しり

のカニ工場
こうじょう

で働
はたら

いた。その後
ご

、１７、１８歳
さい

 頃
ごろ

には樺
から

太
ふと

（サハリン）のカニ工場
こうじょう

まで働
はたら

きに行
い

った。毎
まい

年
とし

４月頃
ごろ

に利
り

尻
しり

を 出
しゅっ

発
ぱつ

し

 て樺
から

太
ふと

に行
い

き、１１月
がつ

ごろに樺太
からふと

から利
り

尻
しり

に戻
もど

った。海
うみ

が時化
し け

て大変
たいへん

だった。 

  ２０代
だい

初
はじ

めの頃
ころ

、樺
から

太
ふと

の菱
ひし

取
とり

で和菓子屋
わ が し や

を営
いと

んでいた姉
あね

を頼
たよ

って樺
から

太
ふと

に定住
ていじゅう

した。

 その後
ご

、１９３５年（昭和
しょうわ

１０年）頃
ごろ

結
けっ

婚
こん

した。夫
おっと

は菱
ひし

取
とり

の魚菜市場
ぎょさいいちば

で働
はた

いていた。 

  戦
せん

争
そう

が始
はじ

まるまでの樺
から

太
ふと

での生
せい

活
かつ

は、とても幸
しあわ

せだった。 

■戦
せん

後
ご

の抑留
よくりゅう

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）８月３０日、ソ連
れん

軍
ぐん

がやってくるというので菱
ひし

取
とり

から落
おち

高
たか

野
の

コマさんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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 合
あい

（ドリンスク）まで歩
ある

いて行
い

った。出発
しゅっぱつ

する時
とき

に菱
ひし

取
とり

の町
まち

に火
ひ

を放
はな

った。 

  昼
ひる

間
ま

に歩
ある

くとソ連
れん

軍
ぐん

に見
み

つかるので、昼
ひる

間
ま

は木
こ

陰
かげ

で寝
ね

て、夜
よ

に歩
ある

いた。子
こ

供
ども

４人を

 連
つ

れて行
い

くのは辛
つら

かった。夜
よる

に歩
ある

いていると当
とう

時
じ

６歳だった子
こ

供
ども

が眠
ねむ

たがったが、夫
おっと

 が怒
おこ

って歩
ある

かせた。 

  同
おな

じ隣組
となりぐみ

の人
ひと

にはお腹
なか

が大
おお

きい人
ひと

もいた。母
はは

親
おや

が自分
じぶ ん

の赤
あか

ちゃんを川
かわ

に投
な

げてい

 る光
こう

景
けい

も見
み

た。死
し

体
たい

は見
み

えなかったが、腐
くさ

っている臭
にお

いが漂
ただ

っていた。 

  途中
とちゅう

でソ連
れん

軍
ぐん

に収容
しゅうよう

されて落
おち

合
あい

に向
む

かった。落
おち

合
あい

では１ケ月ほど学
がっ

校
こう

の校
こう

舎
しゃ

に寝
ね

 起
お

きした。寝
ね

床
どこ

は板
いた

張
ば

りの３段
だん

ベッドだったが、小
ちい

さい子
こ

供
ども

がいるので一
いち

番
ばん

下
した

を使
つか

っ

 ていた。上
うえ

の段
だん

で寝
ね

ている子
こ

供
ども

たちがオネショをすると、そのオシッコが下
した

の段
だん

にま

 で垂
た

れてきた。１ケ月ほどして、落
おち

合
あい

から菱
ひし

取
とり

に戻
もど

ったが、火
ひ

を放
はな

っていたので住居
じゅうきょ

 がなかった。大
おお

きな病院
びょういん

に寝
ね

起
お

きしていた。 

  ソ連
れん

からは「働
はたら

かない者
もの

は食
た

べるな」と言
い

われ、民
みん

間
かん

人
じん

でも成
せい

人
じん

男
だん

性
せい

は働
はたら

かされ

 た。夫
おっと

は港
みなと

で人
にん

夫
ぷ

の仕
し

事
ごと

をさせられた。倉
そう

庫
こ

で大豆
だい ず

などの食 料 品
しょくりょうひん

が盗
ぬす

まれないよ

 うに 番
ばん

をしていた。女
じょ

性
せい

や子
こ

供
ども

は働
はたら

かされることはなかったが、夫
おっと

ひとり分の収
しゅう

 入
にゅう

で家
か

族
ぞく

５人分の生
せい

活
かつ

をしなければならなかったので、子
こ

供
ども

たちは朝
あさ

早
はや

くに港
みなと

でエ

 ビを釣
つ

り、茹
ゆ

でてバザーで売
う

っていた。 

  私
わたし

も日
に

本
ほん

人
じん

の農
のう

家
か

のところへ１０日間ほどイモ掘
ほ

りの手
て

伝
つだ

いに行
い

ったことがある。

 帰
かえ

りは馬
ば

車
しゃ

で送
おく

ってもらい、イモも貰
もら

ってきた。 

  食事
しょくじ

は大豆
だい ず

が配給
はいきゅう

された。コンブ出汁
だ し

に大豆
だい ず

と米
こめ

を混
ま

ぜておかゆにした。 

  民
みん

間
かん

の日
に

本
ほん

人
じん

女
じょ

性
せい

の中
なか

には、ソ連
れん

軍
ぐん

の兵
へい

士
し

に暴
ぼう

行
こう

されて妊
にん

娠
しん

させられた人
ひと

もいた。 

■帰
き

国
こく

 

  １９４９年（昭和
しょうわ

２４年）、ソ連
れん

軍
ぐん

から民
みん

間
かん

人
じん

を全
ぜん

員
いん

帰
き

国
こく

させると聞
き

かされた。必
ひつ

要
よう

 書
しょ

類
るい

に不
ふ

備
び

がある人
ひと

や、生
せい

活
かつ

態
たい

度
ど

の悪
わる

い人
ひと

は帰
かえ

さないと言
い

われた。いざ、船
ふね

に乗
の

り込
こ

 むという時
とき

にパスポートを無
な

くしてしまった人
ひと

がいた。その人
ひと

は、便
べん

所
じょ

の肥
こえ

溜
だ

めの中
なか

 までも手
て

でかきまわしていた。あの人
ひと

はどうなったのだろう？ 

  菱
ひし

取
とり

で乗
の

り込
こ

んだ船
ふね

はソ連
れん

の漁
ぎょ

船
せん

だったが、真
ま

岡
おか

（ホルムスク）で日
に

本
ほん

の引
ひき

揚
あげ

船
せん

に

 乗
の

り換
か

えた。私
わたし

の夫
おっと

は、真
ま

岡
おか

に上陸
じょうりく

したときにタバコを吸
す

っているところを見
み

つか

 った。タバコは禁
きん

止
し

だったが許
ゆる

してもらった。 
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  引
ひき

揚
あげ

船
せん

は「親
おや

がいる人
ひと

は親
おや

元
もと

に返
かえ

す」ということで、夫
おっと

の親
おや

がいる江
え

差
さし

に向
む

かうた

 めに函
はこ

館
だて

港
こう

に着
つ

いた。真
ま

岡
おか

から函
はこ

館
だて

まで２日ほどだった。江
え

差
さし

に到着
とうちゃく

したのは姥
うば

神
がみ

大
だい

 神
じん

宮
ぐう

のお祭
まつ

りが終
おわ

わった頃
ころ

だった。 

  江
え

差
さし

で暮
く

し始
はじ

めてからは、男
おとこ

の人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に山
やま

仕
し

事
ごと

もこなした。椴
とど

川
がわ

や馬
ば

場
ば

山
やま

などに

 行
い

き、丸
まる

太
た

を谷
たに

間
ま

へ落
お

とす作業
さぎょう

をした。昼
ひる

休
やす

みでも休
やす

まず、家
いえ

で使
つか

う焚
たき

き木
ぎ

拾
ひろ

いをし

 た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 

利
り

尻
しり

 

菱
ひし

取
とり

 

落
おち

合
あい

 

真
ま

岡
おか

 

函
はこ

館
だて

 

江
え

差
さし
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■お名
な

前
まえ

 

 赤
あか

石
いし

冨
ふ

貴
き

 さん 

■生
う

まれた年
とし

 

１９２１年（大正
たいしょう

１０年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年齢
ねんれい

 

満
まん

２４歳 

■聞
き

き取
と

り年月日
ねんがっぴ

 

２００５年（平成
へいせい

１７年）９月１１日 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦
せん

後
ご

にいた場
ば

所
しょ

 

 戦時中
せんじちゅう

  余
よ

市
いち

 

 終戦時
しゅうせんじ

  余
よ

市
いち

 

 戦
せん

 後
ご

  余
よ

市
いち

→江
え

差
さし

 

■戦
せん

争
そう

が始
はじ

まる前
まえ

 

  １９３４年（昭和
しょうわ

９年）に余
よ

市
いち

（北海道
ほっかいどう

余市町
よいちちょう

）の実
じっ

科
か

女
じょ

学
がっ

校
こう

に入学
にゅうがく

して４年間通
かよ

 った。実
じっ

科
か

女
じょ

学
がっ

校
こう

では主
おも

に和
わ

裁
さい

・お茶
ちゃ

・花
はな

などを習
なら

った。 

  実
じっ

科
か

女
じょ

学
がっ

校
こう

４年生
ねんせい

の７月頃
ごろ

に修学旅行
しゅうがくりょこう

へ行
い

ったが、その頃
ころ

に日中戦争
にっちゅうせんそう

が始
はじ

まった。

 修学旅行中
しゅうがくりょこうちゅう

に友
ゆう

人
じん

と「戦
せん

争
そう

が始
はじ

まったわね」と話
はな

していたことを覚
おぼ

えている。 

  修学旅行
しゅうがくりょこう

は京都
きょうと

・大
おお

阪
さか

・伊
い

勢
せ

・東京
とうきょう

を回
まわ

ったが、移
い

動
どう

は鉄
てつ

道
どう

か船
ふね

を使
つか

った。汽
き

車
しゃ

 の中
なか

で一
いっ

泊
ぱく

することもあった。東京
とうきょう

での自
じ

由
ゆう

時
じ

間
かん

では、大
だい

学
がく

に通
かよ

っていた兄
あに

（三
さん

男
なん

）

 と会
あ

った。兄
あに

の友
ゆう

人
じん

にモロゾフの社長
しゃちょう

の息子
むす こ

がいたので、家
いえ

の形
かたち

をしたチョコレー

 トを食
た

べさしてもらった。その後
あと

に洋食
ようしょく

も食
た

べさせてもらい、ブラウスを買
か

ってもら

 った。 

■戦
せん

争
そう

の始
はじ

まり 

  １９４１年（昭和
しょうわ

１６年）１２月８日は札
さっ

幌
ぽろ

に出
で

掛
か

けていた。太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まっ

 たと 聞
き

いた時
とき

は「大
だい

戦
せん

争
そう

になって負
ま

けるんじゃないか」と思
おも

ったが、そんなことは億
おく

赤
あか

石
いし

冨
ふ

貴
き

さんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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 尾
び

に も出
だ

せなかった。 

  太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まるまで、自
じ

宅
たく

ではアメリカのレコードを聞
き

いていたが、もう聞
き

く

 ことができなくなった。また、余
よ

市
いち

にあったニッカウヰスキーの社長婦人
しゃちょうふじん

はイギリス

 の人
ひと

だったが、太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まってからは外出
がいしゅつ

する時
とき

に帽
ぼう

子
し

を目
ま

深
ぶか

にかぶって顔
かお

 を隠
かく

しているのを見
み

て、かわいそうだと思
おも

った。 

■戦争中
せんそうちゅう

 

  出征
しゅっせい

していた兄
あに

（三
さん

男
なん

）が訓練中
くんれんちゅう

に戦
せん

車
しゃ

とぶつかって怪
け

我
が

をして、戦時中
せんじちゅう

に実
じっ

家
か

 へ戻
もど

ってきた。周囲
しゅうい

からは「あの人
ひと

、自
じ

分
ぶん

だけ帰
かえ

って来
き

たんだって」というような陰
かげ

 口
ぐち

を言
い

われていたので、兄
あに

（三
さん

男
なん

）は嫌
いや

な思
おも

いをしていた。 

  １９４１年（昭和
しょうわ

１６年）、兄
あに

（次
じ

男
なん

）が２回
かい

目
め

の召 集
しょうしゅう

を受
う

けて出征
しゅっせい

した。友
とも

達
だち

 や親
しん

 戚
せき

を呼
よ

んで壮
そう

行
こう

会
かい

をした。余
よ

市
いち

駅
えき

まで１里
り

（約
やく

４㎞）の道
みち

を旗
はた

を持
も

って見
み

送
おく

った。

 兄
あに

（次
じ

男
なん

）は太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まるとニューギニア方
ほう

面
めん

にいたようだ。 

  太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まると毎
まい

日
にち

のように壮
そう

行
こう

会
かい

があった。しかし、しだいに物
ぶっ

資
し

が不
ふ

足
そく

 してきてお酒
さけ

が手
て

に入
はい

らなくなってきた。 

  出征
しゅっせい

する人
ひと

には千
せん

人
にん

針
ばり

をしてあげた。ひとりに１針
はり

ずつ縫
ぬ

ってもらうが、寅
とら

年
どし

の

 女
おんな

の人
ひと

はその人
ひと

の年
とし

の数
かず

だけ縫
ぬ

ってもらうことができたので、年
ねん

配
ぱい

の寅
とら

年
どし

の人
ひと

を探
さが

 して縫
ぬ

ってもらった。街
まち

に立
た

って行
い

き交
か

う人
ひと

たちに縫
ぬ

ってもらうこともした。 

  余
よ

市
いち

は千
ち

島
しま

・アッツ島
とう

方
ほう

面
めん

への出発地
しゅっぱつち

となっていて、水産試験場
すいさんしけんじょう

がその本
ほん

部
ぶ

となっ

 ていた。実
じっ

家
か

では良
よ

い部
へ

屋
や

を将校
しょうこう

たちの宿舎
しゅくしゃ

として提供
ていきょう

し、自
じ

分
ぶん

たちは女中部屋
じょちゅうべや

で

 寝食
しんしょく

していた。１９４１年（昭和
しょうわ

１６年）から１９４５年（昭和
しょうわ

２０年）まで、少
すく

な

 い時
とき

 で２ 人、多
おお

い時
とき

で４人ほどの将校
しょうこう

がいた。 

  １９４４年（昭和
しょうわ

１９年）の初
はじ

め頃
ごろ

には、昼
ひる

１２時
じ

と夜
よる

１２時
じ

に B２９がやってき

 て、空襲
くうしゅう

警
けい

報
ほう

が出
だ

された。自
じ

宅
たく

敷
しき

地
ち

の中
なか

にニシン釜
がま

ぐらいの穴
あな

を掘
ほ

っていて、そこを

 防
ぼう

空
くう

壕
ごう

と していた。穴
あな

には草
くさ

を掛
か

けていた。 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）の６月から７月頃
ごろ

には、毎
まい

日
にち

のように B２９がやって来
き

 た。余
よ

市
いち

でも機銃掃射
きじゅうそうしゃ

があった。また、夜
よる

には照明弾
しょうめいだん

のようなものを落
お

としていた。

 これ は余
よ

市
いち

の船
ふね

を見
み

ているのではないかと思
おも

った。 

  米
べい

軍
ぐん

機
き

がやって来
く

ると、隣組
となりぐみ

の組長
くみちょう

さんがメガホンを使
つか

って叫
さけ

んで教
おし

えてくれた。
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 サイレンも鳴
な

っていた。隣組
となりぐみ

は１２、１３軒
けん

ほどで組
そ

織
しき

されていた。朝
あさ

、広
ひろ

場
ば

で竹
たけ

槍
やり

 の訓
くん

練
れん

をしていたが、隣組
となりぐみ

の各
かく

家
いえ

からひとりずつ出
だ

さなければならなかった。 

  余
よ

市
いち

には朝鮮
ちょうせん

の人
ひと

たちや台
たい

湾
わん

の人
ひと

たちも多
おお

くいた。ほとんどが兵
へい

補
ほ

として働
はたら

いて

 いた。台
たい

湾
わん

の人
ひと

たちは日
に

本
ほん

人
じん

と同
おな

じ扱
あつか

いだったが、朝鮮
ちょうせん

の人
ひと

たちは差
さ

別
べつ

されていた。

 私
わたし

は「なぜ同
おな

じ人
にん

間
げん

なのに差
さ

別
べつ

をするんだろう」と思
おも

い、収穫
しゅうかく

したリンゴなどを朝
ちょう

 鮮
せん

の人
ひと

たちにあげていた。 

  戦時中
せんじちゅう

、実
じっ

家
か

では農業
のうぎょう

と漁業
ぎょぎょう

をしていた。農業
のうぎょう

はリンゴ・ナシ・ブドウ・クリな

 どの果
か

樹
じゅ

を栽
さい

培
ばい

していた。収穫
しゅうかく

した果
か

樹
じゅ

は組
くみ

合
あい

に出荷
しゅっか

した。漁業
ぎょぎょう

は鰊
にしん

漁
りょう

をしてい

 た。多
おお

い時
とき

には９カ統
かど う

ほどの建
たて

網
あみ

をして、１５０人から２００人ほどを雇
やと

っていたが、

 戦
せん

争
そう

 中
ちゅう

には１カ統
かど う

しか建
た

てなかった。八戸
はちのへ

（青
あお

森
もり

県
けん

八戸
はちのへ

市
し

）からヤン衆
しゅう

を呼
よ

んでい

 たが、戦時中
せんじちゅう

は年
とし

寄
よ

りが多
おお

かった。 

  １９４４年（昭和
しょうわ

１９年）頃
ごろ

に、実
じっ

家
か

にいた将校
しょうこう

が「来
らい

年
ねん

の８月頃
ごろ

には戦況
せんきょう

も危
あや

 うく なってくる。お互
たが

いに元
げん

気
き

でいよう」といって、北
きた

千
ち

島
しま

へと出発
しゅっぱつ

していった。 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０）の２月から３月頃
ごろ

には、余
よ

市
いち

にやって来
く

る兵
へい

隊
たい

たちが物
ぶっ

資
し

 不
ぶ

足
そく

 なのか銃
じゅう

などを持
も

っておらず、戦
せん

争
そう

に負
ま

けるような気
き

がし始
はじ

めた。 

  若
わか

い未
み

婚
こん

女
じょ

性
せい

は、勤
つと

めないでいると挺
てい

身
しん

隊
たい

に入
い

れられて東京
とうきょう

や千
ち

葉
ば

へと連
つ

れて行
い

 かされた。それが嫌
いや

なのでみんな勤
つと

め先
さき

を探
さが

した。自
じ

分
ぶん

も水産試験場
すいさんしけんじょう

に勤
つと

めたり農業
のうぎょう

 をしたりした 

  余
よ

市
いち

では女子青年団
じょしせいねんだん

に入
はい

っていた。農
のう

家
か

から野
や

菜
さい

を少
すこ

しずつ分
わ

けてもらって、兵
へい

隊
たい

 にあげていた。また、慰
い

問
もん

も行
い

った。当
とう

時
じ

流行
は や

っていた李
り

香
こう

蘭
らん

の歌
うた

や「九
く

段
だん

の母
はは

」な

 どの劇
げき

を披
ひ

露
ろう

した。月
つき

寒
さむ

の陸軍病院
りくぐんびょういん

へ慰
い

問
もん

に行
い

ったこともあった。いっぱいお土産
みや げ

を

 持
も

って行
い

ったが、帰
かえ

りにはアンパンや乾
かん

パンをもらって帰
かえ

ってきた。申
もう

し訳
わけ

なかった。 

  女
じょ

性
せい

の団
だん

体
たい

として愛
あい

国
こく

婦
ふ

人
じん

会
かい

があった。愛
あい

国
こく

婦
ふ

人
じん

会
かい

には女子青年団
じょしせいねんだん

よりも年長者
ねんちょうしゃ

 が入
はい

っていた。出征兵士
しゅっせいへいし

の見
み

送
おく

りや、将校
しょうこう

たちの歓
かん

迎
げい

会
かい

をしていた。 

  ある時
とき

、酒
しゅ

席
せき

に愛
あい

国
こく

婦
ふ

人
じん

会
かい

の人
ひと

たちが呼
よ

ばれ、私
わたし

も友
ゆう

人
じん

たちと個
こ

人
じん

的
てき

に誘
さそ

われた。

 その席
せき

で、私
わたし

が尊
そん

敬
けい

していた愛
あい

国
こく

婦
ふ

人
じん

会
かい

の人
ひと

が将校
しょうこう

の膝
ひざ

の上
うえ

に座
すわ

っていた。それを

 見
み

てとてもがっかりした。私
わたし

も将校
しょうこう

に「膝
ひざ

の上
うえ

に座
すわ

れ」と言
い

われたが、「私
わたし

は芸
げい

者
しゃ

 や女給
じょきゅう

じゃありません！」と言
い

って帰
かえ

った。 
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■敗
はい

戦
せん

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）８月１５日は余
よ

市
いち

の自
じ

宅
たく

にいた。「重大放送
じゅうだいほうそう

がある」と

 いう ので家
か

族
ぞく

でラジオを聞
き

いていた。雑
ざつ

音
おん

がひどく、何
なに

を言
い

っているのかわからなか

 った が、 何
なん

となく「これで戦
せん

争
そう

が終
お

わったのかなぁ」と思
おも

った。後
あと

で将校
しょうこう

から戦
せん

争
そう

 が終
お

わったと聞
き

いた。 

  余
よ

市
いち

では、兵
へい

隊
たい

が上官
じょうかん

を撃
う

ち殺
ころ

す事
じ

件
けん

もあった。みんな、戦時中
せんじちゅう

の鬱
うっ

憤
ぷん

を晴
は

らした

 のだろうと言
い

っていた。 

■戦
せん

後
ご

 

  南
なん

方
ぽう

に進
しん

軍
ぐん

していた兄
あに

（次
じ

男
なん

）の消息
しょうそく

は不
ふ

明
めい

だった。１９４７年（昭和
しょうわ

２２年）に

 なって舞
まい

鶴
づる

（京都府
きょうとふ

舞
まい

鶴
づる

市
し

）から連
れん

絡
らく

が入
はい

り、生
い

きていることがわかった。余
よ

市
いち

に帰
かえ

 ってきた兄
あに

（次
じ

男
なん

）は弱
よわ

々
よわ

しかった。話
はな

しを聞
き

くと、ニューギニアでマラリアに罹
かか

っ

 たということだった。ニューギニアではニワトリの飼
し

育
いく

を担当
たんとう

していたそうだ。だか

 ら食
しょく

料
りょう

がない時
とき

にはニワトリの餌
えさ

を食
た

べていたということだ。 

  戦
せん

後
ご

は、朝鮮
ちょうせん

の人
ひと

たちがこれまで差
さ

別
べつ

されていた鬱
うっ

憤
ぷん

を晴
はら

らすような行
こう

動
どう

をした。

 汽
き

車
しゃ

の座
ざ

席
せき

などに荷
に

物
もつ

を置
お

いて、日
に

本
ほん

人
じん

が座
すわ

れないようにしていた。しかし、自
じ

分
ぶん

の

 顔
かお

を見
み

ると、荷
に

物
もつ

を持
も

ってくれたり、席
せき

を空
あ

けたりしてくれた。これは、戦時中
せんじちゅう

に 朝
ちょう

 鮮
せん

の人
ひと

たちを手
て

助
だす

けしていたからかもしれない。 

  １９４７年（昭和
しょうわ

２２年）、結
けっ

婚
こん

して江
え

差
さし

にやって来
き

た。食 料
しょくりょう

は余
よ

市
いち

にいた時
とき

のほ

 うが良
よ

かった。イモの塩
しお

煮
に

やイモの入
はい

ったおかゆが主食
しゅしょく

だった。朝
あさ

におかゆ、昼
ひる

にイ

 モ、 夜
よる

におかゆという日
ひ

が続
つづ

いた。イモだけを食
た

べる時
とき

にはひとり１０個
こ

ほどが当
あ

た

 った。おかゆは生
なま

米
ごめ

とイモを塩
しお

味
あじ

で煮
に

た。嫁
とつ

いだ家
いえ

では当
とう

時
じ

イカ針
はり

の工場
こうじょう

を 営
いとな

んで

 いたので、多
おお

い時
とき

で１６人分の食事
しょくじ

を作
つく

らなければならなかった。１日中イモの皮
かわ

む

 きをしていた。イモの塩
しお

煮
に

と一
いっ

緒
しょ

に食
た

べるためにスルメの塩
しお

辛
から

を作
つく

った。大
だい

根
こん

の漬
つけ

物
もの

 も漬
つ

けいたが、漬
つけ

物
もの

をいっぱい食
た

べないで済
す

むように、わざとしょっぱくした。 

  その他
ほか

には、ホッケの糠
ぬか

漬
づ

けの三
さん

平
ぺい

汁
じる

などを食
た

べた。あまり生魚
なまざかな

を食
た

べた記
き

憶
おく

がな

 い。山
やま

に入
はい

ってアザミを採
と

り、かるくあぶって毛
け

を焼
や

いて茹
ゆ

でてから食
た

べた。戦
せん

後
ご

は

 愛宕町
あたごちょう

（江差町
えさしちょう

字
あざ

愛宕町
あたごちょう

）の海
かい

岸
がん

に勝
かっ

手
て

にイワシがあがることがあった。みんなで獲
と

 って三
さん

平
ぺい

汁
じる

にした。 
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  当
とう

時
じ

住
す

んでいた愛宕町
あたごちょう

から緑 丘
みどりがおか

（江差町
えさしちょう

字
あざ

緑丘
みどりおか

）まで、イモ・ニンジン・マメな

 どを作
つく

りに通
かよ

った。イモは冬
ふゆ

になると穴
あな

を掘
ほ

って貯
ちょ

蔵
ぞう

していた。カボチャは軒
のき

下
した

に保
ほ

 存
ぞん

した。長
なが

ネギはカサカサになるまで吊
つ

るして干
ほ

した。１９５０年（昭和
しょうわ

２５年）前後
ぜん ご

 までそのような食事
しょくじ

だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 

アッツ島
とう

 

千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

 

余
よ

市
いち

 

江
え

差
さし

 

ニューギニア島
とう
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■お名
な

前
まえ

 

 高
たか

橋
はし

広
ひろし

 さん 

■生
う

まれた年
とし

 

１９２１年（大正
たいしょう

１０年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年齢
ねんれい

 

満
まん

２４歳
さい

 

■聞
き

き取
と

り年月日
ねんがっぴ

 

２００５年（平成
へいせい

１７年）９月１１日 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦
せん

後
ご

にいた場
ば

所
しょ

 

 戦時中
せんじちゅう

  東京
とうきょう

→千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

 

 終戦時
しゅうせんじ

  千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

の幌莚島
ほろむしろとう

（パラムシル島
とう

） 

 戦
せん

 後
ご

  千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

→シベリア 

■戦
せん

争
そう

が始
はじ

まる前
まえ

 

  １４歳で東京
とうきょう

へ奉
ほう

公
こう

に出
で

て、婦
ふ

人
じん

服
ふく

や子
こ

供
ども

服
ふく

を販
はん

売
ばい

していた。 

  １９３７年（昭和
しょうわ

１２年）に日中戦争
にっちゅうせんそう

が始
はじ

まった時
とき

は１６歳だった。その時
とき

は「戦
せん

 争
そう

をやっているんだなぁ」というぐらいにしか思
おも

わなかった。 

  しかし、１９４１年（昭和
しょうわ

１６年）に太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まった時
とき

は２０歳になってい

 て、「あのアメリカと戦
せん

争
そう

をするなんて大
たい

変
へん

だ。とんでもない戦
せん

争
そう

になった」と思
おも

った。 

■戦時中
せんじちゅう

 

  １９４２年（昭和
しょうわ

１７年）７月、東京
とうきょう

で赤
あか

紙
がみ

をもらった。覚
かく

悟
ご

はしていたが「遂
つい

に

 来
き

たか」という感
かん

じだった。それまでの教育
きょういく

で、国
くに

に尽
つ

くすことはあたりまえだと考

 えるようになっていたので、「いっちょうやってやるか」という心境
しんきょう

だった。 

  札
さっ

幌
ぽろ

に入隊
にゅうたい

した。同
おな

じ年
とし

の１０月に千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

の幌筵島
ほろむしろとう

（パラムシル島）へ行
い

き、

 ４、５日後
ご

に占守島
しゅむしゅとう

（シュムシュ島）へと向かった。北
きた

千
ち

島
しま

の警
けい

備
び

隊
たい

は第
だい

９１師
し

団
だん

で

 約
やく

３０,０００人ほどがいた。 

高
たか

橋
はし

広
ひろし

さんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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  初
はじ

めは警
けい

備
び

兵
へい

としてアッツ島
とう

へと向
む

かう予定
よて い

だったが編成
へんせい

変
が

えとなり、１２０人ほ

 どが幌筵島
ほろむしろとう

に残留
ざんりゅう

することとなった。自
じ

分
ぶん

も残留部隊
ざんりゅうぶたい

に編
へん

成
せい

された。 

  １９４３年（昭和
しょうわ

１８年）１月、通
つう

信
しん

の教育
きょういく

を受
う

けるため、占守島
しゅむしゅとう

から第
だい

９１師
し

 団
だん

本
ほん

 部
ぶ

がある幌筵島
ほろむしろとう

の柏原
かしわばら

（セベロクリリスク）へと向
む

かった。柏原
かしわばら

は漁業基地
ぎょうぎょうきち

で

 もあ り、 民
みん

間
かん

人
じん

も多
おお

くいた。ここでは手
て

旗
ばた

信
しん

号
ごう

やモールス信
しん

号
ごう

の教育
きょういく

を受
う

けた。朝
あさ

 起
お

きるとすぐに手
て

旗
ばた

信
しん

号
ごう

の解
かい

読
どく

訓
くん

練
れん

をした。解
かい

読
どく

できなければご飯
はん

を食
た

べることがで

 きなかった。 

  １９４３年（昭和
しょうわ

１８年）３月、不
ふ

利
り

が伝
つた

えられていたアッツ島
とう

へと合流
ごうりゅう

すること

 となり、海
かい

軍
ぐん

の第
だい

五艦
かん

隊
たい

に護
ご

衛
えい

されながら、浅
あさ

香
か

丸
まる

という武装巡洋艦
ぶそうじゅんようかん

でアッツ島
とう

へ向
む

 かった。武装巡洋艦
ぶそうじゅんようかん

はほかに２艘
そう

あった。しかし、海
かい

軍
ぐん

の第
だい

五艦
かん

隊
たい

がアッツ島
とう

付
ふ

近
きん

で

 米
べい

軍
ぐん

と遭
そう

遇
ぐう

して海
かい

戦
せん

になった。時
じ

刻
こく

は夕
ゆう

方
がた

だったが、砲
ほう

弾
だん

が飛
と

び交
か

い水柱
みずばしら

があがって

 いた。戦
せん

闘
とう

の様
よう

子
す

を見
み

ようと思
おも

って甲
かん

板
ぱん

に出
で

たら、海
かい

軍
ぐん

の連中
れんちゅう

に「邪
じゃ

魔
ま

だ」と怒
おこ

られ

 た。その後
ご

、アラスカから米
べい

軍
ぐん

機
き

が発
はっ

進
しん

したとの連
れん

絡
らく

があり、アッツ島
とう

上陸
じょうりく

は不
ふ

可
か

能
のう

 との判
はん

断
だん

から、３艘
そう

の輸
ゆ

送
そう

船
せん

は幌筵島
ほろむしろとう

に引
ひ

き返
かえ

した。その後
ご

も第
だい

五艦
かん

隊
たい

は米
べい

軍
ぐん

との

 交
こう

戦
せん

が続
つづ

いた。 

  アッツ島
とう

は１９４３年（昭和
しょうわ

１８年）５月に約
やく

２,６００人が玉砕
ぎょくさい

しており、もし

 アッ ツ島
とう

に上陸
じょうりく

していたら自
じ

分
ぶん

も死
し

んでいただろう。 

  その後
ご

、南
なん

方
ぽう

戦
せん

線
せん

へ兵力
へいりょく

が引
ひ

き抜
ぬ

かれ、３０,０００人ほどいた警
けい

備
び

隊
たい

は１５,００

 ０人 ほどとなった。 

■敗戦
はいせん

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）８月１５日は、北
きた

千
ち

島
しま

の幌筵島
ほろむしろとう

の師
し

団
だん

司
し

令
れい

部
ぶ

にいた。司
し

 令
れい

部
ぶ

を警
けい

備
び

するため、ほとんどの兵
へい

士
し

が師
し

団
だん

司
し

令
れい

部
ぶ

に集
あつ

められていた。中隊
ちゅうたい

全
ぜん

員
いん

で

 玉音放送
ぎょくおんほうそう

を聞
き

いた。本
ほん

土
ど

から距
きょ

離
り

があるので雑
ざつ

音
おん

がひどかったが、これで戦
せん

争
そう

が終
お

わ

 るんだという気
け

配
はい

を感
かん

じた。 

  その後
ご

に中隊全員
ちゅうたいぜんいん

に向
む

けて話
なは

しがあり、敗
はい

戦
せん

したということを知
し

った。「命
めい

令
れい

に従
したが

 って自重
じちょう

せよ」ということだった。 

  これで物
ぶっ

資
し

不
ぶ

足
そく

や辛
つら

い仕
し

事
ごと

から解
と

き放
はな

たれ、故
ふる

郷
さと

に帰
かえ

れるんだと思
おも

った。感
かん

激
げき

した。 

  戦
せん

争
そう

が終
お

わったということなので、残
のこ

っている物
ぶっ

資
し

を処
しょ

分
ぶん

してしまえということに
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 なり、ボタモチなどを作
つく

ってみんなで食
た

べた。武
ぶ

器
き

・弾
だん

薬
やく

なども土
つち

の中
なか

に埋
う

めてしま

 おうという声
こえ

もあったが、まだ捨
す

てないでいた。後
あと

にして思
おも

えば、このとき弾
だん

薬
やく

など

 を捨
す

てていたら大
たい

変
へん

だった。 

  ８月１８日の夜
よる

、自
じ

分
ぶん

は幌筵島
ほろむしろとう

で不
ふ

寝
しん

番
ばん

をしていた。すると、北
きた

の海上
かいじょう

にみえる

 占守島
しゅむしゅとう

の国
こく

端
たん

崎
ざき

付
ふ

近
きん

に光
ひかり

がみえた。何
なん

だろうと思
おも

っていると、電
でん

話
わ

で「国
こく

籍
せき

不
ふ

明
めい

の

 艦
かん

船
せん

が占守島
しゅむしゅとう

に上陸
じょうりく

した」という連
れん

絡
らく

が入
はい

った。後
あと

でわかったことだが、これはソ

 連
れん

軍
ぐん

の攻
こう

撃
げき

だった。 

  すでに敗
はい

戦
せん

したということが伝
つた

わっていたのだが、司
し

令
れい

部
ぶ

からは「自
じ

衛
えい

のための戦
せん

 闘
とう

は許
きょ

可
か

する」という連
れん

絡
らく

が入
はい

ったので、幌筵島
ほろむしろとう

から占守島
しゅむしゅとう

へ渡
わた

り、交
こう

戦
せん

すること

 となった。 

  それから装
そう

備
び

を整
ととの

えて、朝
あさ

の６時に出発
しゅっぱつ

した。兵
へい

士
し

ひとりにつき弾
だん

薬
やく

２４０発
ぱつ

と

 手
しゅ

榴
りゅう

弾
だん

２発
はつ

などを装
そう

備
び

して、幌筵
ほろむしろ

海峡
かいきょう

を渡
わた

り、昼
ひる

頃
ごろ

に占守島
しゅむしゅとう

へ上陸
じょうりく

した。自
じ

分
ぶん

の

 部
ぶ

隊
たい

は占守島
しゅむしゅとう

を縦断
じゅうだん

する占守街道
しゅむしゅかいどう

を北上
ほくじょう

し、午
ご

後
ご

の３時頃
ごろ

に戦
せん

闘
とう

地
ち

域
いき

に到
とう

達
たつ

した。

 日
に

本
ほん

軍
ぐん

は戦
せん

車
しゃ

１１連
れん

隊
たい

が活
かつ

躍
やく

した。戦
せん

車
しゃ

隊
たい

の連隊長
れんたいちょう

は上半身
じょうはんしん

裸
はだか

になり戦
せん

車
しゃ

の天
てん

蓋
がい

 から身
み

を出
だ

し、軍
ぐん

刀
とう

を振
ふ

りかざして指
し

揮
き

を執
と

っていた。しかし、ついに連隊長
れんたいちょう

も銃弾
じゅうだん

 に倒
たお

れた。 

  そんななか、「１６時をもって停
てい

戦
せん

せよ」との命
めい

令
れい

が札
さっ

幌
ぽろ

の北
ほく

部
ぶ

方
ほう

面
めん

軍
ぐん

からあり、川
かわ

 を挟
はさ

んでソ連
れん

軍
ぐん

と対
たい

峙
じ

することとなった。ソ連
れん

軍
ぐん

がいる川
かわ

の北
ほく

岸
がん

にはハンノキが生
お

い

 茂
しげ

り、身
み

を隠
かく

すのに都
つ

合
ごう

が良
よ

かった。日
に

本
ほん

兵
へい

がいる川
かわ

の南
なん

岸
がん

は身
み

を隠
かく

すものがなく、

 地
ち

形
けい

を利
り

用
よう

して敵
てき

の銃撃
じゅうげき

を避
よ

けた。ソ連
れん

兵
へい

は自動小銃
じどうしょうじゅう

を装
そう

備
び

していたが、日
に

本
ほん

兵
へい

の

 銃
じゅう

は１発
ぱつ

ずつしか撃
う

てなかった。ソ連
れん

兵
へい

は人
ひと

に向
む

けて銃撃
じゅうげき

してくるが、日
に

本
ほん

兵
へい

は林
はやし

 の闇
やみ

に向
む

かって銃撃
じゅうげき

をしていた。自
じ

分
ぶん

もその時
とき

に４０発
ぱつ

から５０発
ぱつ

銃撃
じゅうげき

した。 

  そんななか、「１６時に総
そう

攻
こう

撃
げき

を開
かい

始
し

する」という命
めい

令
れい

が第
だい

９１師
し

団
だん

から下
くだ

された。

 「停
てい

 戦
せん

」と「総
そう

攻
こう

撃
げき

」という別
べつ

々
べつ

の命
めい

令
れい

が下
くだ

されることとなり、戦
せん

地
ち

は混
こん

乱
らん

した。し

 かし、実
じっ

際
さい

に戦
せん

闘
とう

が起
お

きているのだから攻
こう

撃
げき

を防
ふせ

がなければならないので、各
かく

人
じん

は再
さい

 武
ぶ

装
そう

をし、各
かく

人
じん

で持
も

っていたお金
かね

・写
しゃ

真
しん

・通帳
つうちょう

などを焼 却
しょうきゃく

した。 

  夜
よる

の１２時頃
ごろ

、自
じ

分
ぶん

の小隊
しょうたい

に対
たい

して占守島
しゅむしゅとう

の四
し

嶺
れい

山
さん

の洞
どう

窟
くつ

に取
と

り残
のこ

されている友
ゆう

 軍
ぐん

を救援
きゅうえん

に行
い

けという命
めい

令
れい

が下
くだ

った。この時
とき

には、みんな拳銃
けんじゅう

の装
そう

備
び

をした。暗
くら

闇
やみ
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 の中
なか

を３㎞ほど進
すす

んだ。途中
とちゅう

、日
に

本
ほん

軍
ぐん

の戦
せん

車
しゃ

が燃
も

えているのを見
み

た。戦車
せんしゃ

の天
てん

蓋
がい

から

 身体
から だ

を半
はん

分
ぶん

ほど出
だ

して死
し

んでいる兵
へい

士
し

を見
み

た。戦
せん

車
しゃ

には少年戦車兵
しょうねんせんしゃへい

という１６歳ぐ

 らいの志
し

願
がん

兵
へい

もいたが、そのような少年
しょうねん

も死
し

んだのだろう。 

  四
し

嶺
れい

山
さん

の洞
どう

窟
くつ

に着
つ

いた。洞
どう

窟
くつ

の中
なか

には戦傷
せんしょう

をしている兵
へい

士
し

や死
し

んでいる兵
へい

士
し

がい

 た。中隊
ちゅうたい

はすでに退却
たいきゃく

をしていた。 

  ８月１９日の朝
あさ

になって、停
てい

戦
せん

について話
はな

し合
あ

うために軍
ぐん

使
し

と通
つう

訳
やく

がソ連
れん

軍
ぐん

へと向
む

 かったが、なかなか帰
かえ

ってこなかった。この軍
ぐん

使
し

と通
つう

訳
やく

はソ連
れん

軍
ぐん

に狙
そ

撃
げき

され死
し

んでい

 た。 ふたたび軍
ぐん

使
し

と通
つう

訳
やく

をソ連
れん

軍
ぐん

に遣
つか

わし、８月２２日に停
てい

戦
せん

となった 

  １０,０００人ほどの日
に

本
ほん

兵
へい

は占守島
しゅむしゅとう

の中央部
ちゅうおうぶ

にある飛行場
ひこうじょう

に集
あつ

められた。その飛
ひ

 行
こう

場
じょう

の滑
かっ

走
そう

路
ろ

は３ｍから４ｍぐらいの長
なが

さをした枕木
まくらぎ

のような木
もく

材
ざい

を並
なら

べたものだ

 った。そこで武
ぶ

装
そう

解
かい

除
じょ

となり、将校
しょうこう

は軍
ぐん

刀
とう

、兵
へい

士
し

は銃
じゅう

や弾
だん

丸
がん

を渡
わた

した。 

  その日
ひ

は雨
あめ

が降
ふ

っていて、８月といえども寒
さむ

かった。自
じ

分
ぶん

を含
ふく

めた２０人ほどの兵
へい

 士
し

が焚
た

き木
ぎ

を集
あつ

めて焚
た

き火
び

をしていた。自
じ

分
ぶん

は隣
となり

にいた小
お

樽
たる

出身
しゅっしん

の戦
せん

友
ゆう

と話
はな

しをし

 ており、「日
に

本
ほん

に帰
かえ

ることができたら小
お

樽
たる

へ遊
あそ

びに行
い

く」などと話
はな

しをしていた。 

  やがて焚
た

き木
ぎ

がなくなったので、兵
へい

士
し

たちの装
そう

備
び

品
ひん

を燃
も

やそうということになり、

 ソ連
れん

軍
ぐん

に渡
わた

していなかった防
ぼう

毒
どく

マスクを燃
も

やすこととなった。しかし、誰
だれ

かの防
ぼう

毒
どく

マ

 スクに手榴弾
しゅりゅうだん

が入
い

れてあり、そのまま焚
た

き火
び

にくべてしまったので爆
ばく

発
はつ

してしまっ

 た。その時
とき

、自
じ

分
ぶん

はお尻
しり

を火
ひ

に当
あ

てていたので、両膝
りょうひざ

の裏
うら

に弾
だん

丸
がん

片
へん

がめり込
こ

んでしま

 った。何
なに

が起
お

きたのかわからなかったので、両足
りょうあし

から血
ち

を流
なが

しながらも 10ｍほど逃
に

 げた。振
ふ

り返
か

ってみると、焚
た

き火
び

から黒
こく

煙
えん

が上
あ

がり、みんなが倒
たお

れていた。さっきま

 で話
はな

しをしていた小
お

樽
たる

出身
しゅっしん

の戦
せん

友
ゆう

は、胸
むね

から血
ち

を流
なが

して死
し

んでいた。この事
じ

故
こ

で２人

 が死
し

んだ。 

  怪
け

我
が

をした兵
へい

士
し

は、占守島
しゅむしゅとう

にあった日
に

本
ほん

軍
ぐん

の野戦
やせ ん

病院
びょういん

へと搬
はん

送
そう

された。病院
びょういん

とい

 っても洞
どう

窟
くつ

の中
なか

にあり、蠟
ろう

燭
そく

で灯
あか

りをとっていた。雨
あめ

が降
ふ

っていたので足
あし

元
もと

がドロド

 ロだった。中
なか

は怪
け

我
が

人
にん

でごったがえしていて、軍
ぐん

医
い

と衛
えい

生
せい

兵
へい

が手
て

当
あ

てをしていた。物
ぶっ

 資
し

が不
ふ

足
そく

していたので、麻
ま

酔
すい

や薬
くすり

などはほとんどなかった。怪
け

我
が

をしてもヨードチン

 キを塗
ぬ

って包
ほう

帯
たい

で止
し

血
けつ

するだけだった。自
じ

分
ぶん

も三
さん

角
かく

巾
きん

で止
し

血
けつ

の手
て

当
あ

てを受
う

けただけだ

 った。今でも両足
りょうあし

に弾
だん

丸
がん

片
へん

が残
のこ

っている。そのような手
て

当
あ

てで、死
し

んだらそれで終
お

わ
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 りだった。 

  ５０人ほどの戦
せん

死
し

者
しゃ

が洞
どう

窟
くつ

の外
そと

に並
な

べられていて、ひとりの日
に

本
ほん

兵
へい

が警
けい

備
び

をしてい

 た。 ソ連
れん

兵
へい

から銃撃
じゅうげき

されて頭
あたま

の半
はん

分
ぶん

ほどがなくなっている戦
せん

死
し

者
しゃ

が何
なん

人
にん

もいた。 

  自
じ

分
ぶん

は１週間
しゅうかん

ほど洞
どう

窟
くつ

の野戦病院
やせんびょういん

で過
す

ごし、その後
ご

に飛行場
ひこうじょう

にできたテント張
ば

り

 の収容所
しゅうようじょ

に移
うつ

った。 

  その後
ご

、占守島
しゅむしゅとう

で戦場整理
せんじょうせいり

をしていた。これは１９４５年（昭和
しょうわ

２０年）８月１８

 日から１９日にかけての戦
せん

闘
とう

で戦
せん

死
し

した兵
へい

士
し

を荼
だ

毘
び

に付
ふ

すことだった。 

  すでに土
つち

の中
なか

に埋
う

もれている死
し

体
たい

もあったので掘
ほ

り起
お

こした。島
しま

に生
は

えているハン

 ノキを伐
き

り、井
い

桁
げた

に組
く

んで、その上
うえ

に死
し

体
たい

をのせて燃
も

やした。身
み

元
もと

確
かく

認
にん

もできなかっ

 た。物
ぶっ

資
し

が不
ふ

足
そく

していたのか、自
じ

分
ぶん

たちの部
ぶ

隊
たい

は軍票
ぐんぴょう

をもらっていなかった。遺
い

骨
こつ

は

 一
いっ

括
かつ

して埋
まい

葬
そう

した。 

  戦場整理
せんじょうせいり

を終
お

えて収容所
しゅうようじょ

へ帰
かえ

る途中
とちゅう

、歩
ある

く地
じ

面
めん

がブヨブヨしていたのでよく見
み

る

 と、軍
ぐん

服
ぷく

の襟
えり

が見
み

えた。死
し

体
たい

だった。襟章
えりしょう

を見
み

ると中尉
ちゅうい

だった。しかし、もはや荼
だ

毘
び

 に付
ふ

すこともせず、そのまま帰
き

途
と

についた。やりきれなかった。 

■抑留
よくりゅう

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）１２月３１日、突
とつ

然
ぜん

ソ連
れん

軍
ぐん

から輸
ゆ

送
そう

船
せん

に乗船
じょうせん

せよとの命
めい

 令
れい

が あった。物
ぶっ

資
し

を残
のこ

してもしかたがないので、ボタモチなどを作
つく

って食
た

べた。また、

 新
あたら

しい服
ふく

や靴
くつ

下
した

も各
かく

人
じん

に割
わ

り当
あ

てられた。米
こめ

も割
わ

り当
あ

てられたが、みんな靴
くつ

下
した

の中
なか

に

 米
こめ

を詰
つ

めた。占守島
しゅむしゅとう

にあった缶詰工場
かんづめこうじょう

で作
つく

られていた缶
かん

詰
づめ

が野
の

積
づ

みにされていたの

 で、それも持
も

って行
い

くこととした。 

  夜
よ

中
なか

に乗船
じょうせん

を始
はじ

めた。行
い

く先
さき

はわからなかったが、ソ連
れん

兵
へい

は「ダモイ、ダモイ（日
に

 本
ほん

へ帰
かえ

す、日
に

本
ほん

へ帰
かえ

す）」と言
い

っていたので、みんな喜
よろこ

んでいた。１艘
そう

の船
ふね

に５００

 人から６００人が乗
の

った。 

  船
ふね

は千
ち

島
しま

列
れっ

島
とう

を南
なん

下
か

し、樺
から

太
ふと

の大泊
おおどまり

（コルサコフ）に寄
き

航
こう

した、ここで物
ぶっ

資
し

の補給
ほきゅう

 をした。船
ふね

はさらに南
なん

下
か

し、焼
やぎ

尻
しり

島
とう

や天
て

売
うり

島
とう

が見
み

えてきた。みんな日
に

本
ほん

に帰
かえ

ることが

 できると思
おも

ったが、次
し

第
だい

に天
て

売
うり

島
とう

が遠
とお

くなっていくことに気
き

付
づ

いた。シベリアへ連
つ

れ

 て行
い

かされるとわかった。がっかりして涙
なみだ

が出
で

た。 

  １９４６年（昭和
しょうわ

２１年）の１月初
はじ

め、船
ふね

はナホトカ港
こう

に着
つ

いた。夜
よ

中
なか

だった。み
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 んな 船
ふね

から降
お

ろされて港
みなと

に座
すわ

らされていた。すると、どこからともなくナホトカの

 少年
しょうねん

たちが現
あらわ

れ、こっそりと雑
ざつ

嚢
のう

の紐
ひも

をほどき、靴
くつ

下
した

に入れた米
こめ

を盗
んす

んでいった。

 追
お

っ払
ぱら

うのに怒鳴
ど な

り声
ごえ

をあげた。 

  厳
きび

しい寒
さむ

さの中
なか

、ナホトカ港
こう

を出発
しゅっぱつ

して雪
ゆき

道
みち

を夜
よ

通
どお

し歩
ある

いた。朝
あさ

方
がた

にご 飯
はん

を食
た

べ

 ることとなったが、水
みず

がないので雪
ゆき

を溶
と

かしてご飯
はん

を炊
た

いた。ほこりっぽい味
あじ

がして

 まずかったが、お腹
なか

が空
す

いていたので食
た

べた。 

  １日歩
ある

いて、夜
よる

にナホトカ駅
えき

に着
つ

いた。駅
えき

からは貨
か

車
しゃ

に乗
の

った。１両
りょう

に４０人か

 ら５０人が乗
の

っていた。食事
しょくじ

は貨
か

車
しゃ

を降
お

りてご飯
はん

を炊
た

いた。２、３日後
ご

、ウラジオス

 トク駅
えき

の近
ちか

くにまで行
い

ったところで停車
ていしゃ

し、そこで降
お

ろされた。そこから１日かけて

 山
やま

道
みち

を歩
ある

き、収容所
しゅうようじょ

に着
つ

いた。 

  ここはウラジオストク第
だい

１０収容所
しゅうようじょ

で、周囲
しゅうい

をバラ線
せん

で囲
かこ

まれていた。１棟
むね

に６０

 人ほどを収容
しゅうよう

することができる幕
ばく

舎
しゃ

が１０棟
むね

ほどあった。自
じ

分
ぶん

たちが到着
とうちゃく

した時
とき

に

 は収容者
しゅうようしゃ

はいなかったが、前
まえ

にはドイツ兵
へい

がいたということだった。 

  収容所
しゅうようじょ

では、朝
あさ

６時に起床
きしょう

して、７時に朝
あさ

ご飯
はん

を食
た

べた。８時にはトラックでウラ

 ジオストクの街
まち

中
なか

へ行
い

って労
ろう

働
どう

をし、夕
ゆう

方
がた

の６時頃
ごろ

に収容所
しゅうようじょ

へ帰
かえ

って来
き

た。 

  食事
しょくじ

は、ひとりにつき黒
くろ

パン約
やく

３５０g、小
こ

さじ１杯
ぱい

の砂
さ

糖
とう

、スープなどが当
あ

たっ

 た。 黒
くろ

パンは収容
しゅうよう

されている当
とう

番
ばん

が切
き

り分
わ

けたが、大
おお

きさが違
ちが

うと不
ふ

平
へい

が出
で

るので、

 みん なで目
め

を光
ひか

らせていた。スープといっても、羊
ひつじ

の骨
ほね

を塩
しお

で味
あじ

付
つ

けしたようなも

 のが、飯
はん

盒
ごう

の内
うち

蓋
ぶた

に１杯
ぱい

だった。 

  お昼
ひる

ご飯
はん

は、エンバク（オーツ麦
むぎ

）のおかゆとスープを収容所
しゅうようじょ

から持
も

って行
い

った。

 エンバクのおかゆは飯
はん

盒
ごう

に３分の１ほど当たったが、箸
はし

ではすくえないぐらいエン

 バクが少
すく

なかった。そこで、労働中
ろうどうちゅう

にこっそりと真鍮片
しんちゅうへん

を手
て

に入
い

れ、３日間ほどで

 自
じ

分
ぶん

用
よう

のスプーンを作
つく

った。 

  １日に巻
ま

きタバコ２本
ほん

が当
あ

たった。足
た

りない時
とき

にはソ連
れん

兵
へい

と物
ぶつ

々
ぶつ

交
こう

換
かん

をした。喜
よろこ

ば

 れたのは手鏡
てかがみ

だった。ひげを剃
そ

るために携
けい

帯
たい

していたが、ソ連
れん

兵
へい

は女
じょ

性
せい

にプレゼント

 するらしかった。マホルカという刻
きざ

みタバコ３包
つつ

みと交
こう

換
かん

できた。腕
うで

時
ど

計
けい

だともっ

 と多
おお

く交
こう

換
かん

できた。 

  労
ろう

働
どう

は、これから建
けん

設
せつ

する造船工場
ぞうせんこうじょう

の基
き

礎
そ

作
づく

りをした。５０㎝ほど地
じ

面
めん

に穴
あな

を掘
ほ

る
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 ことから始
はじ

めたが、凍
とう

土
ど

なので人
じん

力
りき

ではかなわず、機
き

械
かい

を使
つか

って穴
あな

を掘
ほ

った。 

  別
べつ

の場
ば

所
しょ

ではアパート建
けん

設
せつ

の労
ろう

働
どう

もした。その後
ご

、内
うち

壁
かべ

をコンクリートで塗
ぬ

る左
さ

官
かん

 の仕
し

事
ごと

をしたが、コンクリートを練
ね

るには暖
あたた

かくしなければならないので、ほかの人
ひと

 よりは恵
めぐ

まれていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  収容所内
しゅうようじょない

の便
べん

所
じょ

は、大
おお

きな穴
あな

を掘
ほ

った地
じ

面
めん

の上
うえ

に建
た

てられた建
たて

物
もの

だった。床
ゆか

を張
は

ら

 ずに、約
やく

４０㎝幅
はば

の板
いた

を約
やく

４０㎝の隙
すき

間
ま

を空
あ

けながら並
なら

べた。用
よう

を足
た

す時
とき

には別
べつ

々
べつ

 の板
いた

の上
うえ

に足
あし

を置
お

いて、お尻
しり

が隙
すき

間
ま

の上
うえ

にくるようにしてしゃがんだ。 

  労
ろう

働
どう

から帰
かえ

ってくると、みんなで便
べん

所
じょ

に駆
か

け込
こ

んだ。みんなが用
よう

を足
た

している姿
すがた

を

 見
み

ながら、自
じ

分
ぶん

も用
よう

を足
た

した。しかしソ連
れん

兵
へい

の便
べん

所
じょ

も同
おな

じようなものだった。 

  ２ケ月に１回
かい

ほど、ウラジオストクの街
まち

に出
で

て公衆浴場
こうしゅうよくじょう

に行
い

った。浴場
よくじょう

といって

 も湯
ゆ

船
ぶね

はなく、シャワーだけしかなかった。お湯
ゆ

は出
で

た。 

  衛生状態
えいせいじょうたい

が悪
わる

かったのでシラミがたくさんいた。シラミを退
たい

治
じ

するために、みんな

 の服
ふく

を週
しゅう

１回
かい

集
あつ

め、ボイラーの蒸気
じょうき

でシラミを殺
ころ

した。しかし卵
たまご

は死
し

なないので、

 しばらくするとまたシラミが出
で

た。 

高
たか

橋
はし

さんが、シベリア抑留
よくりゅう

時
じ

代
だい

に自
じ

作
さく

したスプーン  
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  夜
よる

はベッドで寝
ね

た。２段
だん

ベッドだったが、１段
だん

に２人で寝
ね

たので、ひとつの２段
だん

ベ

 ッドに４人で寝
ね

た。夜
よる

は寒
さむ

くてしかたなかったが、お互
たが

いに身体
から だ

をくっつけあって温
あたた

 まった。 

  収容
しゅうよう

されている時
とき

、夜
よる

に突
とつ

然
ぜん

胸
むね

に痛
いた

みを感
かん

じた。軍
ぐん

医
い

に相
そう

談
だん

すると「今
こん

晩
ばん

もつかど

 うかだ」と言
い

われてびっくりした。注射
ちゅうしゃ

を打
う

ってもらい様
よう

子
す

を見
み

ていたところ、痛
いた

み

 はなくなってきたので安
あん

心
しん

した。夜
よ

が明
あ

けてからソ連
れん

軍
ぐん

の病院
びょういん

へ連
つ

れて行
い

かされた。

 そこで１０日間ぐらい休
やす

んでいた。 

  収容所
しゅうようじょ

では多
おお

くの日
に

本
ほん

兵
へい

が死
し

んでいった。栄養失調
えいようしっちょう

で免疫力
めんえきりょく

がなくなって、他
た

の

 病気
びょうき

にかかって死
し

んでいく者
もの

が多
おお

かった。栄養失調
えいようしっちょう

になると、皮
ひ

膚
ふ

が張
は

れ上
あ

がり、お

 腹
なか

だけが大
おお

きくふくらむが、全
ぜん

身
しん

は痩
や

せていった。死
し

んでいった者
もの

たちは、服
ふく

を着
き

せ

 たまま燃
も

やすこともなく、日
に

本
ほん

人
じん

の手
て

で埋
まい

葬
そう

した。 

  １９４８年（昭和
しょうわ

２３年）６月、突
とつ

然
ぜん

軍
ぐん

医
い

に呼
よ

び出
だ

され、ソ連
れん

軍
ぐん

の軍
ぐん

医
い

とともに健
けん

 康
こう

診
しん

断
だん

を受
う

けた。ソ連
れん

軍
ぐん

の軍
ぐん

医
い

は女
じょ

性
せい

だったが素
す

っ裸
ぱだか

にされ、特
とく

にお尻
しり

の肉
にく

の張
は

り具
ぐ

 合
あい

を診
み

られた。 

  その後
ご

、自
じ

分
ぶん

ひとりにだけ転
てん

属
ぞく

の命
めい

令
れい

があった。同
おな

じベッドで寝
ね

ていた戦
せん

友
ゆう

が夜
よる

に

 寒
さむ

い思
おも

いをするだろうと、申
もう

し訳
わけ

なかった。 

  今
いま

まで暮
く

した収容所
しゅうようじょ

を出
で

て、ウラジオストク駅
えき

へと向
む

かった。駅
えき

には別
べつ

の収容所
しゅうようじょ

 から来
き

ていた日
に

本
ほん

兵
へい

が数
すう

人
にん

いた。ウラジオストク駅
えき

から貨
か

車
しゃ

に乗
の

り、２、３日かけて

 ナホトカ駅
えき

に着
つ

いた。ナホトカ駅
えき

から港
みなと

に歩
ある

いて行
い

くと、日
に

本
ほん

の輸
ゆ

送
そう

船
せん

が停
てい

泊
はく

してい

 た。「これで日
に

本
ほん

に帰
かえ

れるのか」と思
おも

うと涙
なみだ

が出
で

てきた。収容所
しゅうようじょ

では体調
たいちょう

の悪
わる

い者
もの

 から復
ふく

員
いん

させることにしたのだろう。 

  しかし、その船
ふね

は夜
よる

のうちに自
じ

分
ぶん

たちを乗
の

せないで出港
しゅっこう

してしまった。それから自
じ

 分
ぶん

たちはナホトカに１０日くらい滞
たい

在
ざい

し、赤化教育
せきかきょういく

を受
う

けた。共産主義
きょうさんしゅぎ

を宣
せん

伝
でん

するた

 めに日
に

本
ほん

語
ご

で書
か

かれた「日
に

本
ほん

新
しん

聞
ぶん

」という新
しん

聞
ぶん

も刊
かん

行
こう

されていた。教師
きょうし

はソ連
れん

人
じん

では

 なく日
に

本
ほん

人
じん

で、夜
よる

になると労
ろう

働
どう

歌
か

などを歌
うた

った。教育
きょういく

に反
はん

抗
こう

する者
もの

は日
に

本
ほん

に帰
かえ

ること

 ができず、何
なん

日
にち

間
かん

もナホトカに残
のこ

された。 

  ナホトカでは食事
しょくじ

が格
かく

段
だん

に良
よ

くなった。これは太
ふと

らせてから復
ふく

員
いん

させるという魂
こん

胆
たん

 だと思
おも

った。 
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  ついに復
ふく

員
いん

船
せん

に乗
の

ることができた。４日間ほどで舞
まい

鶴
づる

港
こう

（京都府
きょうとふ

舞
まい

鶴
づる

市
し

）に着
つ

いた。

 日
に

本
ほん

の陸
りく

地
ち

が見
み

えてきたときには感
かん

激
げき

した。 

  舞
まい

鶴
づる

に上陸
じょうりく

し、引揚援護局
ひきあげえんごきょく

に名
な

前
まえ

などを申
しん

告
こく

して、宿泊所
しゅくはくじょ

で３日間ほど過
す

ごした。

 北
きた

千
ち

島
しま

やウラジオストクの収容所
しゅうようじょ

で持
も

っていた飯
はん

盒
ごう

があまりにも傷
いた

んでいたので、

 引揚援護局
ひきあげえんごきょく

で新
あたら

しい飯
はん

盒
ごう

と交
こう

換
かん

してくれた。舞
まい

鶴
づる

の観光
かんこう

などもした。毎
まい

日
にち

風
ふ

呂
ろ

にも入
はい

 ることができた。日
に

本
ほん

の風
ふ

呂
ろ

は最
さい

高
こう

だと思
おも

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  舞
まい

鶴
づる

から、名古屋
な ご や

・東京
とうきょう

・青森
あおもり

と汽車
きし ゃ

を乗
の

り継
つ

いだ。青
あお

森
もり

から 連
れん

絡
らく

線
せん

に乗
の

って函
はこ

 館
だて

に着
つ

いた。函
はこ

館
だて

の中島町
なかじまちょう

に引揚援護局
ひきあげえんごきょく

があり、そこで３００円
えん

をもらった。函
はこ

館
だて

か

 ら実
じっ

家
か

に電
でん

話
わ

連
れん

絡
らく

を入
い

れて、汽
き

車
しゃ

で江
え

差
さし

まで帰
かえ

った。江
え

差
さし

駅
えき

まで迎
むか

えに来
き

てくれた。 

  自
じ

分
ぶん

の消息
しょうそく

が不
ふ

明
めい

だったので、両親
りょうしん

は占
うらな

い師
し

に見
み

てもらっていたそうだ。占
うらな

い

 によると、同
おな

じく出征
しゅっせい

していた兄
あに

は戻
もど

らないが、自
じ

分
ぶん

は生
い

きて帰
かえ

ってくるという話
はな

し

 だった。果
は

たしてその通
とお

りになった。 

高
たか

橋
はし

さんが舞
まい

鶴
づる

（京都府
きょうとふ

舞鶴市
まいづるし

）で交
こう

換
かん

してもらった飯
はん

盒
ごう 
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地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 

地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 

ウラジオストク 
江
え

差
さし

 

占守島
しゅむしゅとう

 

幌莚島
ほろむしろとう

 

アッツ島
とう

 

大泊
おおどまり

 

ナホトカ 

舞
まい

鶴
づる

 

占守島
しゅむしゅとう

 

幌莚島
ほろむしろとう

 

国
こく

端
たん

崎
ざき

 

柏原
かしわばら

 

四
し

嶺
れい

山
ざん
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■お名
な

前
まえ

 

 岸
きし

田
だ

富
とみ

二
じ

郎
ろう

 さん 

■生
う

まれた年
とし

 

 １９２２年（大正
たいしょう

１１年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年齢
ねんれい

 

 満
まん

２３歳 

■聞
き

き取
き

り年月日
ねんがっぴ

 

 ２００５年（平成
へいせい

１７年）９月１５日 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦後
せん ご

にいた場所
ばし ょ

 

 戦時中
せんじちゅう

   江
え

差
さし

→中国
ちゅうごく

 

 終戦時
しゅうせんじ

   朝鮮
ちょうせん

 

 戦
せん

 後
ご

  朝鮮
ちょうせん

→シベリア→江
え

差
さし

 

■戦争
せんそう

が始
はじ

まる前
まえ

 

  １９２９年（昭和
しょうわ

４年）、五勝手分教場
ごかってぶんきょうじょう

（柏森神社
かしわもりじんじゃ

そば）に入学
にゅうがく

した。五勝手分教場
ごかってぶんきょうじょう

 で４年
ねん

生
せい

まで学
まな

び、５年
ねん

と６年
ねん

は茂尻尋常小学校
もしりじんじょうしょうがっこう

（江差消防署
えさししょうぼうしょ

がある場所
ばし ょ

）で学
まな

んだ。 

 尋常科
じんじょうか

を卒業
そつぎょう

して、柏樹高等小学校
かしわぎこうとうしょうがっこう

（旧檜山爾志郡役所
きゅうひやまにしぐんやくしょ

の裏
うら

、検察庁
けんさつちょう

の元建物
もとたてもの

があ

 る場所
ばし ょ

）に３年間
ねんかん

、岩
いわ

見
み

沢
ざわ

（岩
いわ

見
み

沢
ざわ

市
し

）にあった空
そら

知
ち

農
のう

学
がっ

校
こう

に３年
ねん

間
かん

いた。 

  家
いえ

では牛
うし

を飼
か

っていて牛 乳
ぎゅうにゅう

を搾
しぼ

っていた。尋常科
じんじょうか

の４年
ねん

生
せい

から高
こう

等
とう

科
か

の２年
ねん

生
せい

ま

 で、毎
まい

朝
あさ

上ノ国町
かみのくにちょう

の中
なか

須
す

田
だ

にあったバター工場
こうじょう

まで牛 乳
ぎゅうにゅう

を運
はこ

んだ。自
じ

転
てん

車
しゃ

に 5升
しょう

 缶
かん

を積
つ

んで朝
あさ

６時
じ

に家
いえ

を出
で

た。冬
ふゆ

は背
せ

に５升
しょう

缶
かん

を背負
せ お

い馬
うま

に載
の

せて行
い

った。牛 乳
ぎゅうにゅう

運
はこ

 びをしないと父
ちち

は学
がっ

校
こう

に行
い

かせてくれなかった。 

■徴兵検査
ちょうへいけんさ

と出征
しゅっせい

 

  １９４１年（昭和
しょうわ

１６年）3月１０日、１９歳のときに徴兵検査
ちょうへいけんさ

を受
う

けた。場
ば

所
しょ

は

 柏樹高等小学校
かしわぎこうとうしょうがっこう

の校
こう

舎
しゃ

だった。身長
しんちょう

・体重
たいじゅう

などを測
そく

定
てい

する健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

を受
う

けた。また

 男
だん

性
せい

器
き

の検
けん

査
さ

もされた。 

岸
きし

田
だ

富
とみ

二
じ

郎
ろう

さんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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  １９４３年（昭和
しょうわ

１８年）に入営
にゅうえい

して北
ほく

支
し

（現在
げんざい

の中国北部
ちゅうごくほくぶ

）へ向
む

かった。そこで

 は軽機関銃
けいきかんじゅう

の持
も

ち方
かた

、構
かま

え方
かた

、撃
うち

ち方
かた

などの教育
きょういく

を受
う

けた。教育
きょういく

を受
う

けた場所
ばし ょ

は

 農業
のうぎょう

地帯
ちた い

で平和
へい わ

なところだった。 

■戦時中
せんじちゅう

 

  北
ほく

支
し

では新
しん

兵
ぺい

の教 育 係
きょういくががり

をしていた。関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

出身
しゅっしん

の少年兵
しょうねんへい

、年配
ねんぱい

の召 集 兵
しょうしゅうへい

、

 現地召集
げんちしょうしゅう

の少年兵
しょうねんへい

などに対
たい

して教育
きょういく

をした。 

  １９４４年（昭和
しょうわ

１９年）の夏
なつ

に１回
かい

だけ戦闘
せんとう

に加
くわ

わった。夜
や

行軍
こうぐん

をした後
あと

の明
あ

け

 方
がた

に 敵
てき

に襲撃
しゅうげき

された。小 隊 長
しょうたいちょう

の当番兵
とうばんへい

が小 隊 長
しょうたいちょう

を守
まも

るため一
いっ

歩
ぽ

前
まえ

に出
で

て、撃
う

たれ

 て死
し

 んだ。味
み

方
かた

は小
こ

山
やま

に駆
か

け登
のぼ

って応
おう

戦
せん

した。 頂
いただき

付
ふ

近
きん

の窪
くぼ

地
ち

に入
はい

って軽機関銃
けいきかんじゅう

を撃
う

 った。敵
てき

は国
こく

民
みん

党
とう

ではなく共産党
きょうさんとう

と思われた。敵
てき

ひとりを撃
う

ち殺
ころ

した。しばらくして

 敵
てき

は逃
に

げた。共産党軍
きょうさんとうぐん

はこのようなゲリラ的
てき

な戦
たたか

いをしていた。 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）７月頃
ごろ

、朝鮮半島
ちょうせんはんとう

へと移動
いど う

した。 

■敗
はい

戦
せん

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）8月１５日は、陸
りく

軍
ぐん

の国
こく

土
ど

防
ぼう

衛
えい

要
よう

員
いん

として朝鮮半島
ちょうせんはんとう

にい

 た。玉音放送
ぎょくおんほうそう

は聞
き

かなかったが、後
あと

で上官
じょうかん

から戦
せん

争
そう

に負
ま

けたことを聞
き

いた。 

■抑留
よくりゅう

 

  敗
はい

戦
せん

後
ご

、すぐにソ連
れん

軍
ぐん

が進
しん

攻
こう

してきた。日
に

本
ほん

軍
ぐん

はすぐに武
ぶ

装
そう

解
かい

除
じょ

をした。 

  ８月末
すえ

から９月初
はじ

め頃
ごろ

、「日
に

本
ほん

に帰
かえ

す」と言
い

われて興
こう

南
なん

（フンナム）から船
ふね

に乗
の

せら

 れた。しかし、船
ふね

が着
つ

いたのはナホトカ港
こう

だった。ナホトカから列
れっ

車
しゃ

に何
なん

日
にち

も乗
の

せら

 れて、ウスリ収容所
しゅうようじょ

（場
ば

所
しょ

不
ふ

明
めい

）に収容
しゅうよう

させられた。 

  ウスリ収容所
しゅうようじょ

では、木
もっ

工
こう

所
じょ

や食料倉庫
しょくりょうそうこ

などで労
ろう

働
どう

させられた。木
もっ

工
こう

所
じょ

では、ウス

 リ川
がわ

で流送
りゅうそう

してきた木
もく

材
ざい

を引
ひ

きあげる作業
さぎょう

をした。食料倉庫
しょくりょうそうこ

では、倉
そう

庫
こ

の部
へ

屋
や

に裸
はだか

 で貯
ちょ

蔵
ぞう

されている小
こ

麦
むぎ

をかき回
まわ

す作業
さぎょう

をした。かき回
まわ

さないと小
こ

麦
むぎ

が発
はつ

芽
が

をしてしま

 うのでかき回
まわ

していた。 

  食事
しょくじ

はパンとスープだけだった。パンは黒
くろ

パンで、現
げん

在
ざい

の食
しょく

パンの４分の１ほどし

 かなかった。スープといっても具
ぐ

がほとんど入
はい

っていない塩
しお

汁
じる

だった。 

  とても寒
さむ

い日
ひ

にウスリ川
がわ

で丸
まる

太
た

を引
ひ

き揚
あ

げる作業
さぎょう

をしていると、身体
から だ

を温
あたた

めるた

 めにお酒
さけ

を飲
のま

ませてくれたことがあった。 
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  収容所
しゅうようじょ

は木
もく

造
ぞう

で２段
だん

ベッドだった。ペチカがあったし、みんなで身体
から だ

を寄
よ

せ合
あ

って

 寝
ね

たので、冬
ふゆ

でもさほど寒
さむ

いということはなかった。収容所内
しゅうようじょない

にシャワーがあった。

 １回
かい

だけシャワーを浴びた。 

  ウスリ収容所
しゅうようじょ

に入
い

れられてから１年
ねん

もしないうちに、貨
か

車
しゃ

に乗
の

せられてイマン（ダ

 リネレチェンスク）へと移
うつ

された。ここでは１０人ぐらいで１張
はり

のテントで寝
ね

泊
とま

りし

 た。イマンではキャベツ栽
さい

培
ばい

などの農作業
のうさぎょう

をさせられた。そのキャベツも、日
に

本
ほん

兵
へい

が

 食
た

べるのではなく、ソ連
れん

の人
ひと

たちが食
た

べるためのものだった。 

  農作業
のうさぎょう

の労
ろう

働
どう

が一
ひと

段
だん

落
らく

すると、イマンの収容所
しゅうようじょ

へと移
うつ

された。ここはテントではな

 く木
もく

造
ぞう

の収容所
しゅうようじょ

で生
せい

活
かつ

した。収容所
しゅうようじょ

では収容
しゅうよう

されている人
ひと

の名
な

前
まえ

が貼
は

り出
だ

されて

 いたが、そこに従
い

兄
と

弟
こ

の名
な

前
まえ

を見
み

つけた。この従
い

兄
と

弟
こ

はもともと旭川
あさひかわ

の軍
ぐん

隊
たい

にいたの

 だが、樺
から

太
ふと

（サハリン）の警
けい

察
さつ

署
しょ

に勤
つと

めることとなり警
けい

部
ぶ

補
ほ

をしていた。 

  １９４７年（昭和
しょうわ

２２年）３月末
すえ

に１４、１５人ほどの復
ふく

員
いん

が決
きま

まった。収容所内
しゅうようじょない

 で「お前
まえ

たちはよく働
はたら

いたから日本
にほ ん

に帰
かえ

す」と言
い

われた。収容所
しゅうようじょ

を出
で

てナホトカに

 向
む

かった。 

  ナホトカを出港
しゅっこう

する第
だい

９回
かい

目
め

の復
ふく

員
いん

船
せん

に乗船
じょうせん

した。２、３日ほど船
ふね

に乗
の

っていた。

 舞
まい

鶴
づる

（京都府
きょうとふ

舞
まい

鶴
づる

市
し

）に到着
とうちゃく

したのは３月２７日のことだったと思
おも

う。舞
まい

鶴
づる

に数
すう

日
じつ

間
かん

 滞
たい

在
ざい

し、列
れっ

車
しゃ

に乗
の

って青
あお

森
もり

まで来
き

た。津軽海峡
つがるかいきょう

は連
れん

絡
らく

線
せん

で渡
わた

り、函
はこ

館
だて

に到着
とうちゃく

した。函
はこ

 館
だて

には母
はは

の姉
あね

がいたので、そこで一
いっ

泊
ぱく

した。 

  江
え

差
さし

に帰
かえ

ることができたのは５月初
はじ

めだったと思
おも

う。自宅
じた く

に戻
もど

ってみると、家
いえ

には

 弟
おとうと

ひとりしかいなかった。実
じつ

は４月
がつ

３日
か

に父
ちち

が亡
な

くなっていて、他
た

の家族
かぞ く

は父
ちち

の実
じ

 家
か

があった熊
くま

石
いし

（北
ほっ

海
かい

道
どう

八雲町
やくもちょう

の旧熊石町
きゅうくまいしちょう

）にまで骨
ほね

納
おさ

めに出
で

掛
か

けていた。自
じ

分
ぶん

が

 帰
かえ

って来
き

たことを熊
くま

石
いし

に伝えると、みんなで家
いえ

に戻
もど

って来
き

てくれた。家
か

族
ぞく

と話
はな

しをす

 ると、父
ちち

は生
せい

前
ぜん

に「富
とみ

二
じ

郎
ろう

は生
い

きて帰
かえ

ってくる」と言
い

っていたそうだ。 

■戦
せん

後
ご

 

  岸
きし

田
だ

家
け

では、自
じ

作
さく

分
ぶん

と小
こ

作
さく

分
ぶん

あわせて田
た

畑
はた

を１０町歩
ちょうぶ

以上
いじょう

持
も

っていた。畑
はたけ

では大豆
だい ず

 や馬鈴薯
ばれいしょ

を育
そだ

てていた。五
ご

勝
かっ

手
て

（江差町
えさしちょう

南
なん

部
ぶ

の地
ち

域
いき

）・茂
も

尻
しり

（江差町
えさしちょう

字
あざ

茂尻町
もしりちょう

）・北
きた

村
むら

 （上ノ国町
かみのくにちょう

）・中
なか

須
す

田
だ

（上ノ国町
かみのくにちょう

）などから人
ひと

を呼
よ

んで、田
た

植
うえ

で５０人ほど、草刈
くさかり

で３

 ０人ほど、稲刈
いねかり

で１０人ほどに手
て

伝
つだ

ってもらった。 
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  小
こ

作
さく

は椴
とど

川
がわ

（江差町
えさしちょう

字
あざ

椴川町
とどがわちょう

）や内
うち

郷
ごう

（上ノ国町
かみのくにちょう

）に３人いた。小作料
こさくりょう

として米
こめ

を

 納
おさ

めてもらった。しかし、農
のう

地
ち

改
かい

革
かく

で政
せい

府
ふ

が小
こ

作
さく

地
ち

を買
か

い上
あ

げた。田
た

んぼ１反
たん

につい

 て５００円
えん

ぐらいの値段
ねだ ん

だった。 

  自
じ

作
さく

分
ぶん

の田
た

んぼから収穫
しゅうかく

した米
こめ

は、役
やく

場
ば

で示
しめ

した分量
ぶんりょう

を供 出
きょうしゅつ

した。馬
ば

車
しゃ

に米俵
こめだわら

 を載
の

せて江
え

差
さし

まで運
はこ

んだ。姥神町
うばがみちょう

（江差町
えさしちょう

字
あざ

姥神町
うばがみちょう

）に倉
そう

庫
こ

があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 
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■お名
な

前
まえ

 

 石
いし

橋
ばし

藤
ふじ

雄
お

 さん 

■生
う

まれた年
とし

 

１９２４年（大正
たいしょう

１３年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年齢
ねんれい

 

満
まん

２１歳 

■聞
き

き取
と

り年月日
ねんがっぴ

 

２００５年（平成
へいせい

１７年）１１月１４日 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦後
せん ご

にいた場所
ばし ょ

 

 戦時中
せんじちゅう

  江
え

差
さし

 

 終戦時
しゅうせんじ

  国
こく

分
ぶ

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

） 

 戦
せん

 後
ご

  江
え

差
さし

 

■戦争
せんそう

が始
はじ

まる前
まえ

 

  柏樹高等小学校
かしわぎこうとうしょうがっこう

の１年
ねん

生
せい

の時
とき

、学
がっ

校
こう

で銃 剣 術
じゅうけんじゅつ

を習
なら

う時
じ

間
かん

があった。日中戦争
にっちゅうせんそう

が

 始
はじ

まった頃
ころ

だった。 

  １９４１年（昭和
しょうわ

１６年）５月、江差町役場
えさしちょうやくば

に就 職
しゅうしょく

した。 

■戦時中
せんじちゅう

 

  当
とう

時
じ

、召 集 令 状
しょうしゅうれいじょう

は役
やく

場
ば

に一
いっ

括
かつ

して届
とど

けられ、役
やく

場
ば

から各
かく

家
いえ

に持
も

って行
い

くようにし

 ていた。役
やく

場
ば

に召 集 令 状
しょうしゅうれいじょう

が届
とど

く時
とき

には、庁舎
ちょうしゃ

に提灯
ちょうちん

を点
とも

して待
ま

っていた。しか

 し、戦
せん

争
そう

末
まっ

期
き

には提灯
ちょうちん

を点
とも

すこともしなくなっていた。 

  役
やく

場
ば

では何
なん

人
にん

かの職員
しょくいん

に振
ふ

り分
わ

けて召 集 令 状
しょうしゅうれいじょう

を各
かく

家
いえ

に持
も

って行
い

った。自
じ

分
ぶん

も何
なん

 回
かい

か経
けい

験
けん

をした。ひとりが３軒
けん

から６軒
けん

ほどの家
いえ

を回
まわ

ることが多
おお

かった。 

  出発
しゅっぱつ

する時
とき

には助
じょ

役
やく

の訓
くん

示
じ

を受
う

けた。「途中
とちゅう

で熊
くま

が出
で

て来
き

たらどうするか？」など

 と問
と

われたので、「一
いち

時
じ

止
と

まって様
よう

子
す

を見
み

ます」などと答
こた

えた。 

  召 集 令 状
しょうしゅうれいじょう

を渡
わた

す家
いえ

に行
い

き、「召 集 令 状
しょうしゅうれいじょう

をお持
も

ちしました。おめでとうございま

石
いし

橋
ばし

藤
ふじ

雄
お

さんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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 す」と言
い

って渡
わた

した。「ありがたく 承
うけたまわ

ります」などと言
い

うお宅
たく

もあったが、泣
な

き出
だ

 してしまう人
ひと

もいた。召 集 令 状
しょうしゅうれいじょう

を渡
わた

すと確
かく

認
にん

印
いん

を押
お

してもらった。 

  ある漁業
ぎょぎょう

のお宅
たく

では、働
はたら

き頭
がしら

の家長
かちょう

に召 集 令 状
しょうしゅうれいじょう

が届
とど

いた。その家長
かちょう

は漁
りょう

に出
で

 ていて不
ふ

在
ざい

だったが、留
る

守
す

番
ばん

のおばあさんは何
なん

時
じ

間
かん

も召 集 令 状
しょうしゅうれいじょう

を受
う

け取
と

らずに泣
な

 き崩
くず

れてしまった。 

  また、夜
よ

中
なか

２時
じ

頃
ごろ

、あるお宅
たく

に召 集 令 状
しょうしゅうれいじょう

を持
も

って行
い

くと、家
いえ

の中
なか

からすぐに返
へん

事
じ

 がした。話
はな

しを聞
き

いてみると、何
なん

だかこの夜
よる

は「召 集 令 状
しょうしゅうれいじょう

が来
く

るんじゃないか」と

 いう胸
むな

騒
さわ

ぎがして寝
ね

付
つ

けなかったそうだ。 

■出征
しゅっせい

 

  １９４４年（昭和
しょうわ

１９年）の春
はる

、江
え

差
さし

国
こく

民
みん

学
がっ

校
こう

（江差小学校
えさししょうがっこう

がある場
ば

所
しょ

）で徴兵
ちょうへい

検
けん

 査
さ

を受
う

けた。身長
しんちょう

・体重
たいじゅう

・内
ない

診
しん

などの検
けん

査
さ

を受
う

けて甲
こう

種
しゅ

合
ごう

格
かく

した。その結
けっ

果
か

、現
げん

役
えき

 入隊
にゅうたい

となり、１１月１日付
づ

けで札
さっ

幌
ぽろ

へ入隊
にゅうたい

することとなった。入隊
にゅうたい

 の１ケ月ほど

 前
まえ

に、役
やく

場
ば

から現役入隊
げんえきにゅうたい

の令状
れいじょう

が来
き

た。令状
れいじょう

が来
く

るまでは「いつくるか？ どこに

 いくか？」と思
おも

っていた。 

  当
とう

時
じ

は茂尻町
もしりちょう

（江差町
えさしちょう

字
あざ

茂尻町
もしりちょう

）に暮
く

らしていたが、出征
しゅっせい

の日
ひ

は家
か

族
ぞく

や職場
しょくば

の人
ひと

た

 ちが家
いえ

から駅
えき

まで見
み

送
おく

ってくれた。同
おな

じく札
さっ

幌
ぽろ

に入隊
にゅうたい

する１０人ほどが駅
えき

に集
あつ

まっ

 た。みんな青
せい

年
ねん

学
がっ

校
こう

の制
せい

服
ふく

や国
こく

民
みん

服
ふく

を着
き

ていた。 

  戦
せん

争
そう

が始
はじ

まった頃
ころ

は何
なん

本
ぼん

も幟
のぼり

を立
た

てていたが、戦
せん

争
そう

末
まっ

期
き

には簡
かん

素
そ

になっていた。だ

 が日
ひ

の丸
まる

への寄
よせ

書
が

きや千
せん

人
にん

針
ばり

はしてもらった。見
み

送
おく

りに来
き

てくれたみんなが「万
ばん

歳
ざい

！

 万
ばん

歳
ざい

！」と叫
さけ

ぶなか、列
れっ

車
しゃ

の窓
まど

から顔
かお

を出
だ

して出発
しゅっぱつ

した。 

■戦時中
せんじちゅう

 

  札
さっ

幌
ぽろ

に入隊
にゅうたい

するとまた検
けん

査
さ

を受
う

けた。徴兵検査
ちょうへいけんさ

で見
み

落
お

としていた病気
びょうき

などがある

 と、即日帰郷
そくじつききょう

といってすぐに戻
もど

された。徴兵検査
ちょうへいけんさ

に落
お

ちたり即日帰郷
そくじつききょう

となった人
ひと

たち

 は肩
かた

身
み

の狭
せま

い思
おも

いをしていたようだ。 

  入隊式
にゅうたいしき

の時
とき

、本
ほん

部
ぶ

付
づ

きの連
れん

隊
たい

旗
き

手
しゅ

が江差出身
えさししゅっしん

の人
ひと

だった。格
かっ

好
こう

良
よ

かった。 

  検
けん

査
さ

に合
ごう

格
かく

した後
あと

、９２５８部
ぶ

隊
たい

に入隊
にゅうたい

して重機関銃
じゅうきかんじゅう

の教育
きょういく

を受
う

けた。この重
じゅう

 機関銃
きかんじゅう

は脚
あし

が４本
ほん

付
つ

いていて、弾
たま

を込
こ

める人
ひと

と弾
たま

を撃
うつ

つ人
ひと

とに別
わか

れていた。１分
ぷん

間
かん

に

 何百発
なんびゃくぱつ

も撃
う

つことができた。物
ぶっ

資
し

が不
ふ

足
そく

していたので、訓
くん

練
れん

で実
じつ

弾
だん

を撃
う

つことはあま
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 りなかった。 

  入隊
にゅうたい

して３ケ月後
ご

、第
だい

一次
じ

検
けん

閲
えつ

といって適
てき

正
せい

を見
み

極
きわ

めての配
はい

置
ち

換
が

えが行
おこな

われた。

 近
この

衛
え

兵
へい

の候
こう

補
ほ

にも挙
あ

がったようだが、中 隊 長
ちゅうたいちょう

の「中隊
ちゅうたい

の衛
えい

生
せい

兵
へい

としたい」という意
い

 向
こう

で、月
つき

寒
さむ

にあった陸軍病院
りくぐんびょういん

で衛
えい

生
せい

兵
へい

としての教育
きょういく

を受
う

けることとなった。 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）の４月頃
ごろ

、突
とつ

然
ぜん

「本
ほん

隊
たい

に帰
かえ

れ」との命
めい

令
れい

が下
くだ

った。札
さっ

幌
ぽろ

 の本
ほん

隊
たい

に戻
もど

ると、９２５８部
ぶ

隊
たい

は鵡
む

川
かわ

（北
ほっ

海
かい

道
どう

鵡川町
むかわちょう

）に移
い

動
どう

していたので、自
じ

分
ぶん

も

 鵡
む

川
かわ

に向
む

かった。本
ほん

隊
たい

は鵡
む

川
かわ

で敵
てき

の上陸
じょうりく

を防
ふせ

ぐための塹
ざん

壕
ごう

掘
ほ

りをしていた。海
かい

岸
がん

線
せん

か

 ら陸
りく

地
ち

へ向
む

かって、第
だい

一大
だい

隊
たい

→第
だい

二大
だい

隊
たい

→第
だい

三大
だい

隊
たい

というふうに陣
じん

を張
は

っていた。９

 ２５８部
ぶ

隊
たい

は第
だい

三大
だい

隊
たい

に属
ぞく

していて、随
ずい

分
ぶん

と山
やま

の中
なか

にいた。鵡
む

川
かわ

駅
えき

から片
かた

道
みち

２時
じ

間
かん

ほ

 ども歩
ある

いた。本
ほん

隊
たい

に合流
ごうりゅう

してみると、「明
あ

日
す

の朝
あさ

、鵡
む

川
かわ

駅
えき

で別
べつ

の部
ぶ

隊
たい

の指
し

揮
き

下
か

に入
はい

れ」

 ということだったので、再
ふたた

び２時
じ

間
かん

ほどをかけて鵡
む

川
かわ

駅
えき

に向
む

かった。 

  鵡
む

川
かわ

駅
えき

で別
べつ

の部
ぶ

隊
たい

の指
し

揮
き

下
か

に入
はい

ったが、向
む

かう場
ば

所
しょ

も聞
き

かされずに列
れっ

車
しゃ

に乗
の

せられ

 た。窓
まど

は鎧戸
よろいど

が下
お

ろされ、風
ふう

景
けい

を見
み

ることもできなかった。列
れっ

車
しゃ

は函
はこ

館
だて

に着いた。函
はこ

 館
だて

駅
えき

から西
にし

別
べつ

院
いん

まで歩
ある

いた。 

  この部
ぶ

隊
たい

の任
にん

務
む

は、札
さっ

幌
ぽろ

と旭川
あさひかわ

の師
し

団
だん

から本州
ほんしゅう

へと向
む

かう兵
へい

士
し

や軍
ぐん

備
び

の輸
ゆ

送
そう

だっ

 た。函
はこ

館
だて

駅
えき

で貨
か

車
しゃ

の連
れん

結
けつ

や切
き

り離
はな

しをするので、部
ぶ

隊
たい

の兵
へい

士
し

たちは鉄
てつ

道
どう

の教育
きょういく

を受
う

け

 ていた。自
じ

分
ぶん

は部
ぶ

隊
たい

に怪
け

我
が

人
にん

が出
で

たときの応急手当
おうきゅうてあて

などをしていたが、それほど忙
いそが

し

 くはなく、同
おな

じ部
ぶ

隊
たい

の仲
なか

間
ま

がしている作業
さぎょう

を見
み

ている日
ひ

々
び

が続
つづ

いた。荷
に

物
もつ

の荷
に

札
ふだ

は新
にい

 潟
がた

県
けん

行
い

きとなっていたが、実
じっ

際
さい

には九
きゅう

州
しゅう

へと運
はこ

ばれているらしかった。 

  部
ぶ

隊
たい

の中
なか

で歯
は

が悪
わる

くなった兵
へい

隊
たい

がいて、駅
えき

前
まえ

の歯
は

医
い

者
しゃ

に連
つ

れて行
い

った。その帰
かえ

りに

 憲
けん

兵
ぺい

に会
あ

い、「何
なに

をふらついているんだ！ 司
し

令
れい

部
ぶ

に連
つ

れて行
い

くぞ！」と言
い

われた。ビ

 ックリしてしまったが、憲
けん

兵
ぺい

の顔
かお

をよく見
み

るとむかし江
え

差
さし

で警
けい

察
さつ

官
かん

をしていたことが

 ある人
ひと

だった。からかわれていただけだった。 

  函
はこ

館
だて

に１ケ月ほど滞
たい

在
ざい

し、１９４５年（昭和
しょうわ

２０年）６月頃
ごろ

、最
さい

後
ご

に自
じ

分
ぶん

たちの部
ぶ

 隊
たい

も九
きゅう

州
しゅう

へと渡
わた

った。まず川
せん

内
だい

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

薩
さつ

摩
ま

川
せん

内
だい

市
し

）に着
つ

いた。川
せん

内
だい

では、三
さん

角
かく

 テントや民
みん

泊
ぱく

で寝
ね

起
お

きしていた。噂
うわさ

では「自
じ

分
ぶん

たちは沖
おき

縄
なわ

へ行
い

くらしいが、船
ふね

の用
よう

意
い

 ができていないらしい」とのことだった。 

  その後
ご

は沖
おき

縄
なわ

に行
い

くこともなく、鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

内
ない

の各
かく

所
しょ

を行
こう

軍
ぐん

していた。行
こう

軍
ぐん

は夜
よる

に行
おこ
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 ない、昼
ひる

間
ま

は木
こ

陰
かげ

で休
やす

んでいた。加
か

治
じ

木
き

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

姶良
あい ら

市
し

）では、昼
ひる

間
ま

に休
やす

んでいる

 最中
さいちゅう

に空襲
くうしゅう

を受
う

けた。自
じ

分
ぶん

は衛
えい

生
せい

兵
へい

だったので、怪
け

我
が

人
にん

を応急手当
おうきゅうてあて

して野戦病院
やせんびょういん

に

 運
はこ

んだ。死
し

者
しゃ

も大
おお

勢
ぜい

出
で

た。血
ち

まみれの怪
け

我
が

人
にん

を手
て

当
あ

てしているうちに、耳
みみ

がキーンと

 してきて、気
き

が遠
とお

くなってきた。 

  大
おお

隅
すみ

横
よこ

川
がわ

駅
えき

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

霧
きり

島
しま

市
し

）では米
べい

軍
ぐん

機
き

の機銃掃射
きじゅうそうしゃ

を受
う

けた。銃声
じゅうせい

がした時
とき

、下
げ

 水
すい

の中
なか

に逃
にげ

げ込
こ

んだ。駅
えき

員
いん

２人が死
し

んだ。１発
ぱつ

の弾
だん

丸
がん

が２人の身体
から だ

を貫
かん

通
つう

した。弾
だん

丸
がん

 が身体
から だ

に入
はい

った穴
あな

は小
ちい

さいが、出
で

口
ぐち

はグジャグジャになっていた。 

  鹿
か

児
ご

島
しま

市
し

内
ない

が空襲
くうしゅう

に遭
あ

い、何
なん

日
にち

間
かん

も燃
も

えているのを遠
とお

くから見
み

ていた。 

■敗
はい

戦
せん

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）８月１５日は鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

の国
こく

分
ぶ

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

霧
きり

島
しま

市
し

）にいた。

 自
じ

分
ぶん

たちの部
ぶ

隊
たい

はテントや民
みん

泊
ぱく

をして寝
ね

起
お

きしていたが、「重大放送
じゅうだいほうそう

がある」という

 のでラジオのある民
みん

家
か

に集合
しゅうごう

した。幹
かん

部
ぶ

たちがラジオの近
ちか

くに陣
じん

取
ど

り、自
じ

分
ぶん

は後
うし

ろの

 ほうで聞
き

いていたので、何
なに

を言
い

っているのかはわからなかった。みんなは「戦
せん

争
そう

に負
ま

 けたんだ」とか「これから本
ほん

土
ど

決
けっ

戦
せん

だ」とか言
い

っていて、その時
とき

には本
ほん

当
とう

の内
ない

容
よう

を知
し

 ることができなかった。 

  ２、３日経
た

って、日
に

本
ほん

が敗
はい

戦
せん

したという正
せい

確
かく

な情報
じょうほう

が伝
つた

わった。その時
とき

には「これ

 で生
い

きて帰
かえ

れるんだ」と思
おも

った。 

  敗
はい

戦
せん

がわかってからしばらくして、隼人
はや と

（鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

霧
きり

島
しま

市
し

）に移
い

動
どう

した。隼人
はや と

には

 航
こう

空
くう

隊
たい

の基
き

地
ち

があった。隊
たい

員
いん

が飛
ひ

行
こう

機
き

で本州
ほんしゅう

に向
む

けて復
ふく

員
いん

して行
い

ったのか、基
き

地
ち

には

 数
すう

機
き

だけしか残
のこ

っていなかった。しかし、基
き

地
ち

には大量
たいりょう

の缶
かん

詰
づめ

が残
のこ

されていた。日
ひ

の

 丸
まる

弁
べん

当
とう

の缶
かん

詰
づめ

もあった。兵
へい

舎
しゃ

もあったので、そこで寝
ね

起
お

きした。 

  隼人
はや と

には１ケ月ほど滞
たい

在
ざい

していたが、隼人
はや と

を離
はな

れる時
とき

にもまだ缶
かん

詰
づめ

は残
のこ

っていた。

 隼人
はや と

にいる間
あいだ

に体重
たいじゅう

が増
ふ

えてしまった。 

  列
れっ

車
しゃ

がなかなかやって来
こ

ないので帰
かえ

ることができなかったが、やっと部
ぶ

隊
たい

のみんな

 が無
む

蓋
がい

車
しゃ

（屋
や

根
ね

のない列
れっ

車
しゃ

）に乗
の

ることができた。九
きゅう

州
しゅう

から本州
ほんしゅう

に入
はい

り、明石
あか し

（兵庫
ひょうご

 県
けん

明石
あか し

市
し

）に入
はい

ると川
かわ

が氾
はん

濫
らん

して鉄橋
てっきょう

が落
お

ちていた。列
れっ

車
しゃ

を降
お

りて歩
ある

いて迂
う

回
かい

して次
つぎ

 の駅
えき

に向
む

かった。隼人
はや と

を出
で

るときに持
も

っていた個
こ

人
じん

の装
そう

備
び

や荷
に

物
もつ

が重
おも

いので、みんな

 この時
とき

に捨
す

てた。上官
じょうかん

の荷
に

物
もつ

を持
も

たされている人
ひと

もいた。 



32 

  その後
ご

、また無
む

蓋
がい

車
しゃ

に乗
の

って、列
れっ

車
しゃ

は日
に

本
ほん

海
かい

の方
ほう

を通
とお

り青
あお

森
もり

に到着
とうちゃく

した。青
あお

森
もり

から

 は船
ふね

で函
はこ

館
だて

に渡
わた

り、函
はこ

館
だて

で流
なが

れ解
かい

散
さん

となった。 

  自
じ

分
ぶん

はそのまま江
え

差
さし

に戻
もど

った。１９４５年（昭和
しょうわ

２０年）１０月のことだった。突
とつ

 然
ぜん

だったので家
か

族
ぞく

はビックリしていた。母
はは

親
おや

は自
じ

分
ぶん

の足
あし

元
もと

を確
たし

かめていた。 

■戦
せん

後
ご

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）に江
え

差
さし

へ戻
もど

って、しばらくたってから役
やく

場
ば

に復職
ふくしょく

した。 

 役
やく

場
ば

では配給
はいきゅう

の仕
し

事
ごと

を担
たん

当
とう

していた。米
こめ

の配給
はいきゅう

は米穀通帳
べうこくつうちょう

を基
もと

にしていた。米穀
べいこく

 通帳
つうちょう

には家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

の名
な

前
まえ

が記
しる

されていて、大人
おと な

ひとりにつき１日分として２合
ごう

３勺
じゃく

 の米
こめ

が当
あ

たるようになっていた。配給
はいきゅう

自
じ

体
たい

は１０日ごとに１０日分ずつ行
おこな

われてい

 た。戦
せん

後
ご

すぐの頃
ころ

は十分
じゅうぶん

な量
りょう

が配給
はいきゅう

されていたが、しばらくすると遅
ち

配
はい

が起
お

こりは

 じめ、そのうちに米
こめ

の量
りょう

が７日分や５日分、はては３日分というように減
へ

っていっ

 た。そのため、江
え

差
さし

の人
ひと

たちでも旭川
あさひかわ

方面
ほうめん

までいってヤミ米
ごめ

を手
て

に入
いれ

れるための買
かい

出
だ

 しをすることが多
おお

くなってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 

川
せん

内
だい

 
加
か

治
じ

木
き

 
大隅横川駅
おおすみよこかわえき

 

国
こく

分
ぶ

 

隼人
はや と
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■お名
な

前
まえ

 

 板
いた

谷
や

トシ子 さん 

■生
う

まれた年
とし

 

１９２６年（大正
たいしょう

１５年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年齢
ねんれい

 

満
まん

１９歳
さい

 

■聞
き

き取
と

り年月日
ねんがっぴ

 

２００５年（平成
へいせい

１７年
ねん

）１１月５日 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦
せん

後
ご

にいた場
ば

所
しょ

 

 戦時中
せんじちゅう

  函
はこ

館
だて

→江
え

差
さし

 

 終戦時
しゅうせんじ

  江
え

差
さし

 

 戦
せん

 後
ご

  江
え

差
さし

 

■戦
せん

争
そう

が始
はじ

まる前
まえ

 

  江差高等小学校
えさしこうとうしょうがっこう

を２年
ねん

で出
で

て、函
はこ

館
だて

の駅
えき

前
まえ

にあった函
はこ

館
だて

大
おお

妻
つま

女
じょ

子
し

高
こう

等
とう

技
ぎ

芸
げい

学
がっ

校
こう

（函
はこ

 館
だて

大
おお

妻
つま

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

）に入学
にゅうがく

した。校長先生
こうちょうせんせい

が厳
きび

しい人で、英
えい

語
ご

を使
つか

うと怒
おこ

られた。数
すう

 学
がく

のアルファベット記
き

号
ごう

も許
ゆる

さないような先
せん

生
せい

だった。縫
ぬい

物
もの

などを習
なら

う学
がっ

校
こう

だったの

 で、函
はこ

館
だて

の千代台
ちよがだい

にあった銃砲連隊
じゅうほうれんたい

に赴
おもむ

いて靴
くつ

下
した

の継
つ

ぎなどをした。学
がっ

校
こう

では竹
たけ

槍
やり

 の教練
きょうれん

もした。夏
なつ

には七
なな

重
え

浜
はま

（北
ほっ

海
かい

道
どう

北
ほく

斗
と

市
し

）の農
のう

家
か

で援
えん

農
のう

をした。 

  １９４４年（昭和
しょうわ

１９年）、函
はこ

館
だて

大
おお

妻
つま

女
じょ

子
し

高
こう

等
とう

技
ぎ

芸
げい

学
がっ

校
こう

を卒業
そつぎょう

して、江
え

差
さし

の北
ほっ

海
かい

道
どう

 銀
ぎん

行
こう

に就
しゅう

職
しょく

した。その年
とし

の秋
あき

には拓
たく

銀
ぎん

と合併
がっぺい

した。 

■戦時中
せんじちゅう

 

  戦時中
せんじちゅう

は男
だん

性
せい

行
こう

員
いん

が少
すく

なく、２人しかいなかった。女
じょ

性
せい

行
こう

員
いん

は７人から８人ほどい

 た。当
とう

時
じ

は、銀
ぎん

行
こう

で勤
きん

務
む

している時
とき

もモンペを着
き

ていた。着
き

物
もの

をほぐして上下
じょうげ

お揃
そろ

い

 のモンペを作
つく

っていた。 

  拓
たく

銀
ぎん

の店
てん

舗
ぽ

は姥神町
うばがみちょう

（江差町
えさしちょう

字
あざ

姥神町
うばがみちょう

）にあったが、その敷
しき

地
ち

内
ない

に防
ぼう

空
くう

壕
ごう

を掘
ほ

っ

板
いた

谷
や

トシ子
こ

さんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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 た。男
だん

性
せい

行
こう

員
いん

が少
すく

ないので女
じょ

性
せい

行
こう

員
いん

が手
て

分
わ

けをして掘
ほ

った。空襲
くうしゅう

があった時
とき

に備
そな

えて

 書
しょ

類
るい

を隠
かく

すための穴
あな

だったので、それほど大
おお

きく掘
ほら

らなかったが、完
かん

成
せい

する前
まえ

に戦
せん

 争
そう

が終
お

わった。 

  当
とう

時
じ

は本町
ほんちょう

（江差町字本町
えさしちょうあざほんちょう

）に住
す

んでいた。橋本町
はしもとちょう

（江差町字橋本町
えさしちょうあざはしもとちょう

）や馬
ば

場
ば

 山
やま

に自
じ

家
か

用
よう

の畑
はたけ

があり、イモ・カボチャ・アジウリ・スイカなどを育
そだ

てていた。自
じ

宅
たく

 の便
べん

所
じょ

の地
ち

下
か

に溜
た

めておいた糞尿
ふんにょう

を肥
こえ

桶
おけ

に移
うつ

しかえて、天
てん

秤
びん

棒
ぼう

で畑
はたけ

まで運
はこ

んだ。 

  戦時中
せんじちゅう

は隣組
となりぐみ

という組
そ

織
しき

があり、配給切符
はいきゅうきっぷ

の配
はい

布
ふ

や訓
くん

練
れん

の連
れん

絡
らく

などをしていた。

 私
わたし

が住
す

んでいた地
ち

域
いき

の避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

は、新地町
しんちちょう

（江差町字新地町
えさしちょうあざしんちちょう

）にあった池
いけ

（現在
げんざい

、商
しょう

 店
てん

街
がい

の駐 車 場
ちゅうしゃじょう

がある場所
ばし ょ

）だった。竹
たけ

槍
やり

の訓
くん

練
れん

は松
まつ

ノ岱
たい

（江差町字緑丘
えさしちょうあざみどりがおか

）のグラ

 ウンドで行
おこ

なった。 

  私
わたし

の兄
あに

は沖
おき

縄
なわ

戦
せん

で戦
せん

死
し

した。函
はこ

館
だて

の師
し

範
はん

学
がっ

校
こう

（北海道教育大学函館校
ほっかいどうきょういくだいがくはこだてこう

）を出
で

て、

 江差小学校
えさししょうがっこう

で１年
ねん

間
かん

教員
きょういん

をしていたが、豊
とよ

橋
はし

（愛
あい

知
ち

県
けん

豊
とよ

橋
はし

市
し

）の士
し

官
かん

学
がっ

校
こう

に入
はい

った。

 士
し

官
かん

学
がっ

校
こう

を３番
ばん

目
め

の成
せい

績
せき

で出
で

て、満州
まんしゅう

に出
しゅ

征
せい

し、その後
ご

に沖
おき

縄
なわ

へとまわっていた。

 階級
かいきゅう

は少尉
しょうい

で小 隊 長
しょうたいちょう

をしていた。 

  戦
せん

争
そう

が終
お

わる前
まえ

に戦
せん

死
し

公
こう

報
ほう

が届
とど

いた。１９４５年（昭和
しょうわ

２０年）４月１２日の戦
せん

死
し

 となっていた。しかし遺
い

骨
こつ

は届
とど

かず、函
はこ

館
だて

のお寺
てら

で木
き

の位
い

牌
はい

を引
ひ

き取
と

っただけだった。

 お葬
そう

式
しき

は江差町
えさしちょう

で出
だ

してくれた。私
わたし

は死
し

んだところを見
み

ていないので、どこかで兄
あに

が

 生
い

きているような気
き

がしていた。 

  戦
せん

後
ご

、兄
あに

の小隊
しょうたい

にいて生
い

き延
の

びた人
ひと

が江
え

差
さし

を訪
たず

ねて来
き

てくれた。その人
ひと

の話
はな

しによ

 ると、兄
あに

は小隊
しょうたい

の先
せん

頭
とう

に立
た

って「進
すす

め！進
すす

め！」と指
し

揮
き

していたが、米
べい

軍
ぐん

の弾
だん

丸
がん

を身体
から だ

 に受
う

けて立
た

ったまま死
し

に、兄
あに

の遺
い

骸
がい

を病院
びょういん

に運
はこ

んだところ、身体
から だ

の中
なか

から７発
はつ

の弾
だん

丸
がん

 が見
み

つかったそうだ。 

■敗
はい

戦
せん

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）８月１５日のことはよく覚
おぼ

えていない。当
とう

時
じ

勤
つと

めていた

 拓
たく

銀
ぎん

の職場
しょくば

で聞
き

いたのだろう。 

  日
に

本
ほん

が戦
せん

争
そう

に負
ま

けたと知
し

った時
とき

は、負
ま

けて悲
かな

しいと思
おも

った。 

■戦
せん

後
ご

 

  戦
せん

後
ご

は米
こめ

が不
ふ

足
そく

していたので、農
のう

家
か

へ行
い

って着
き

物
もの

などと交
こう

換
かん

していた。私
わたし

も列
れっ

車
しゃ

で
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 深
ふか

川
がわ

（北
ほっ

海
かい

道
どう

深
ふか

川
がわ

市
し

）にいた知
し

り合
あ

いの農
のう

家
か

まで行
い

き、着
き

物
もの

と米
こめ

を交
こう

換
かん

したことがあ

 る。農
のう

家
か

では、絹
きぬ

生
き

地
じ

よりも木綿
もめ ん

生
き

地
じ

の方
ほう

が人
にん

気
き

があった。着
き

物
もの

をほどいて農作業用
のうさぎょうよう

 の服
ふく

にしやすいということだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 

板
いた

谷
や

さんが勤
つと

めていた銀
ぎん

行
こう

があった場
ば

所
しょ

 

戦時中
せんじちゅう

に避
ひ

難
なん

場
ば

所
しょ

だったところ 

竹槍の訓練をしたグラウンド 
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■お名
な

前
まえ

 

 松
まつ

村
むら

隆
たかし

 さん 

■生
う

まれた年
とし

 

１９２６年（大正
たいしょう

１５年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年
ねん

齢
れい

 

満
まん

１９歳
さい

 

■聞
き

き取
と

り年月日
ねんがっぴ

 

２００５年（平成
へいせい

１７年
ねん

）８月
がつ

２７日
にち

～２８日
にち

 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦
せん

後
ご

にいた場
ば

所
しょ

 

 戦時中
せんじちゅう

  江
え

差
さし

→樺
から

太
ふと

（サハリン） 

 終戦時
しゅうせんじ

  樺
から

太
ふと

（サハリン） 

 戦
せん

 後
ご

  樺
から

太
ふと

（サハリン）→シベリア→江
え

差
さし

 

■学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

 

  水堀小学校
みずほりしょうがっこう

（現在
げんざい

の江差北小学校
えさしきたしょうがっこう

）の尋常科
じんじょうか

に入学
にゅうがく

したのは１９３３年（昭和
しょうわ

８

 年）４月だった。日
にっ

中
ちゅう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まった１９３７年（昭和
しょうわ

１２年）頃
ごろ

から軍国
ぐんこく

主義
しゅ ぎ

的
てき

教
きょう

 育
いく

が多
おお

くなってきたような気
き

がする。水堀小学校
みずほりしょうがっこう

の高
こう

等
とう

科
か

に入
はい

ると、行
こう

進
しん

の訓
くん

練
れん

を行
おこ

 なった。 

  教育勅語
きょういくちょくご

は５年
ねん

生
せい

のころには暗唱
あんしょう

できた。 

  四
し

大
だい

節
せつ

（１月１日の四
し

方
ほう

拝
はい

・２月１１日の紀
き

元
げん

節
せつ

・４月２９日の天長節
てんちょうせつ

・１１月３

 日の明
めい

治
じ

節
せつ

）は休日
きゅうじつ

だったが、朝
あさ

には小学校
しょうがっこう

の屋内運動場
おくないうんどうじょう

に全
ぜん

校
こう

生
せい

徒
と

が集
あつ

まった。

 普
ふ

段
だん

は着
き

物
もの

などで学
がっ

校
こう

に行
い

っていたが、四
し

大
だい

節
せつ

の時
とき

には金
きん

ボタンの付
つ

いた学
がく

生
せい

服
ふく

を着
き

 て行
い

った。 

  校
こう

庭
てい

の端
はし

に、御
ご

真
しん

影
えい

（天
てん

皇
のう

の肖像画
しょうぞうが

）と教育勅語
きょういくちょくご

が収
おさ

まっているレンガ造
づく

りの奉
ほう

安
あん

 殿
でん

が建
た

っていた。白手袋
しろてぶくろ

をした校長
こうちょう

が、奉
ほう

安
あん

殿
でん

から屋内運動場
おくないうんどうじょう

の神
かみ

棚
だな

に御
ご

真
しん

影
えい

と 教
きょう

 育
いく

勅語
ちょくご

を移
うつ

した。校長
こうちょう

が教育勅語
きょういくちょくご

を読
よ

んで訓
くん

示
じ

を述
の

べた。 

松
まつ

村
むら

隆
たかし

さんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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  式
しき

は１時
じ

間
かん

ほどで終
お

わった。時
とき

には大
だい

福
ふく

餅
もち

や饅頭
まんじゅう

が配
くば

られることもあった。 

■出征
しゅっせい

 

  戦争中
せんそうちゅう

は満
まん

２０歳で召 集
しょうしゅう

されたが、１９歳だった１９４５年（昭和
しょうわ

２０年）７月

 に繰
く

り上
あ

げて召 集
しょうしゅう

された。当
とう

時
じ

は泊村役場
とまりむらやくば

（江差町
えさしちょう

の北
ほく

部
ぶ

地
ち

域
いき

あった泊村
とまりむら

の役
やく

場
ば

）

 に勤
つと

めていた。 

  札
さっ

幌
ぽろ

の連
れん

隊
たい

に入隊
にゅうたい

することとなったが、当
とう

時
じ

住
す

んでいた泊村
とまりむら

の柳崎
やなぎざき

（江差町
えさしちょう

字
あざ

 柳 崎 町
やなぎざきちょう

）から江
え

差
さし

駅
えき

まで歩
ある

いていった。 

  親
しん

戚
せき

などが「祝
しゅく

出征
しゅっせい

 松村隆君
まつむらたかしくん

」と書
か

かれた幟
のぼり

を持
も

って同
どう

行
こう

した。この幟
のぼり

は白
しろ

 い生
き

地
じ

の上部
じょうぶ

に日
ひ

の丸
まる

が染
そ

め抜
ぬ

かれたもので、余
よ

白
はく

の部
ぶ

分
ぶん

へ字
じ

の上手
じょうず

な人
ひと

に文
も

字
じ

を書
か

 いてもらった。 

  江
え

差
さし

駅
えき

を出発
しゅっぱつ

する時
とき

にはみんなに万
ばん

歳
ざい

をしてもらい「勝
か

って来
く

るぞと勇
いさ

ましく…」

 と歌
うた

ってもらった。 

■従軍
じゅうぐん

 

  札
さっ

幌
ぽろ

の連
れん

隊
たい

に同
どう

期
き

で入隊
にゅうたい

したのは１５０人ほどだった。そのうち約
やく

５０人が札
さっ

幌
ぽろ

 に残
のこ

り、約
やく

１００人が樺
から

太
ふと

（サハリン）へ行
い

くこととなった。自分は樺
から

太
ふと

行
い

きの方
ほう

だ

 った。宗谷海峡
そうやかいきょう

にはアメリカ軍
ぐん

やソ連
れん

軍
ぐん

の潜
せん

水
すい

艦
かん

が潜
ひそ

んでおり、輸
ゆ

送
そう

艦
かん

に魚
ぎょ

雷
らい

をもら

 う心
しん

配
ぱい

があった。稚内
わっかない

（北
ほっ

海
かい

道
どう

稚内市
わっかないし

）に１０日ほど滞
たい

在
ざい

していた。 

  軍
ぐん

隊
たい

では航空情報隊
こうくうじょうほうたい

に配
はい

属
ぞく

された。レーダーで船
ふね

や飛
き

行
こう

機
き

を探
さぐ

る役
やく

だった。樺
から

太
ふと

で

 は山
やま

の中
なか

の基
き

地
ち

でレーダー操
そう

作
さ

の訓
くん

練
れん

をしていた。 

  戦
せん

闘
とう

に加
くわ

わることはなかったが、ソ連
れん

軍
ぐん

の戦
せん

闘
とう

機
き

から機銃掃射
きじゅうそうしゃ

を受
う

けたことが１回
かい

 あった。その時
とき

には基
き

地
ち

を出
で

て藪
やぶ

に逃
に

げ込
こ

んだ。 

■敗
はい

戦
せん

 

  １９４５年８月１５日、「重大発表
じゅうだいはっぴょう

がある」ということで中隊
ちゅうたい

が集
あつ

められ、ラジ

 オで玉音放送
ぎょくおんほうそう

を聞
き

いた。しかし、雑
ざつ

音
おん

がひどくて何
なに

を言
い

っているのかわからなかった。 

  その日
ひ

のうちに本
ほん

部
ぶ

から指
し

令
れい

があり、敗
はい

戦
せん

を知
し

った。「これで戦
せん

争
そう

が終
お

わったから日
に

 本
ほん

へ帰
かえ

ることができる」と思
おも

い、ホッとした。 

■抑留
よくりゅう

 

  ソ連
れん

軍
ぐん

が樺
から

太
ふと

に侵
しん

攻
こう

してきた。街
まち

はソ連
れん

軍
ぐん

に占領
せんりょう

されたが、自
じ

分
ぶん

たちのいたレーダ
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 ー基
き

地
ち

は山
やま

の中
なか

にあったので、ソ連
れん

軍
ぐん

が基
き

地
ち

の存
そん

在
ざい

に気
き

付
づ

かず、１週間
しゅうかん

ほど基
き

地
ち

で過
す

 ごした。 

  樺
から

太
ふと

滞在中
たいざいちゅう

は風
ふ

呂
ろ

にも入
はい

れずに不
ふ

衛
えい

生
せい

だった。体 中
からだじゅう

にシラミが付
つ

いた。夜
よる

眠
ねむ

る時
とき

 に静
しず

かにしていると、シラミが身体中
からだじゅう

を動
うご

き回
まわ

っているのがわかった。 

  １９４５年（昭和２０年）１１月、「日
に

本
ほん

に連
つ

れて帰
かえ

る」と言
い

われて樺
から

太
ふと

から船
ふね

に乗
の

 った。船
ふね

が進
すす

んで進
しん

行
こう

方
ほう

向
こう

右
みぎ

側
がわ

に陸
りく

地
ち

が見
み

えてきた。日
に

本
ほん

海
かい

を通
とお

って函
はこ

館
だて

に着
つ

くつも

 りでいたので、「おかしいな、北
ほっ

海
かい

道
どう

は左側
ひだりがわ

に見
み

えなければならないが…」と思
おも

って

 いると、仲
なか

間
ま

が「なぁに、オホーツク海
かい

側
がわ

を通
とお

っているのだろう」と言
い

っていた。み

 んな日
に

本
ほん

に帰
かえ

ることができると思
おも

っていた。ナホトカに着
つ

いた時
とき

にも、一
いち

時
じ

係
けい

船
せん

して

 いるだけだと思
おも

っていた。 

  ナホトカで収容所
しゅうようじょ

に入
い

れられるとわかった時
とき

にはショックだった。重労働
じゅうろうどう

が 頭
あたま

 に浮
う

かんだ。 

  ナホトカの収容所
しゅうようじょ

には、日
に

本
ほん

兵
へい

が２,０００人ほど収容
しゅうよう

されていた。 

  朝
あさ

は６時に起床
きしょう

して屋
おく

外
がい

で点
てん

呼
こ

を取
と

った。ソ連
れん

軍
ぐん

の将校
しょうこう

は掛
かけ

算
ざん

ができないらしく、

 何
なん

回
かい

もやり直
なお

していた。６時３０分に朝 食
ちょうしょく

をとった。食事
しょくじ

は黒
くろ

パン一
ひと

切
き

れと魚
さかな

のく

 ずや野
や

菜
さい

が入
はい

った潮汁
うしおじる

だった。食事
しょくじ

の内
ない

容
よう

は昼
ひる

も夜
よる

も同
おな

じようなものだった。食 料
しょくりょう

 が不
ふ

足
そく

した時
とき

などは、コーリャン（黍
きび

のような穀
こく

物
もつ

）と大豆
だい ず

の煮
に

物
もの

が、飯
はん

盒
ごう

の蓋
ふた

に１

 杯
ぱい

しかあたらなかった。いつもお腹
なか

が空
す

いていた。 

  朝 食
ちょうしょく

が終
お

わると、収容所
しゅうようじょ

を出
で

てナホトカの街
まち

へ行き、強制労働
きょうせいろうどう

をさせられた。

 労
ろう

働
どう

の内
ない

容
よう

は、防
ぼう

波
は

堤
てい

工
こう

事
じ

、港
こう

湾
わん

や鉄
てつ

道
どう

貨
か

車
しゃ

での荷
に

役
やく

、住宅
じゅうたく

の建
けん

築
ちく

などで、だいたい

 ２０人ぐらいずつの班
はん

に分
わ

けられた。１日に１０時間以上
いじょう

仕
し

事
ごと

をした。冬
ふゆ

などは宿舎
しゅくしゃ

 に帰
かえ

るのは日
ひ

が沈
しず

んでからだった。ナホトカに着
つ

いた時
とき

には港
みなと

に小
ちい

さな防
ぼう

波
は

堤
てい

が１

 本
ぽん

しかなかったが、復
ふく

員
いん

する時
とき

には大
おお

きな輸
ゆ

送
そう

船
せん

が係留
けいりゅう

できる岸
がん

壁
ぺき

となっていた。 

  宿舎
しゅくしゃ

は３間
けん

から４間
けん

（約
やく

５ｍ４０㎝から約
やく

７ｍ２０㎝）ほどの幅
はば

で、その両壁
りょうかべ

に

 棚
たな

のような２段
だん

ベットがあった。ひとり分のスペースは６尺
しゃく

×３尺
じゃく

（約
やく

１８０㎝×

 約
やく

９０㎝）ほどで、高
たか

さは立
た

ち上
あ

がることができないくらいだった。収容所
しゅうようじょ

にあった

 毛
もう

布
ふ

を敷
しき

布
ぶ

団
とん

代
が

わりとし、日
に

本
ほん

軍
ぐん

から支給
しきゅう

されていた１枚
まい

の毛
もう

布
ふ

を掛
かけ

布
ぶ

団
とん

とした。窓
まど

 は埋
う

め込
こ

みで開
あ

けることができなかった。換
かん

気
き

は出
で

入
いり

口
ぐち

でしかすることができず、
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 宿舎
しゅくしゃ

の中
なか

の空
くう

気
き

が悪
わる

かった。 

  服
ふく

は日
に

本
ほん

軍
ぐん

の軍
ぐん

服
ぷく

をそのまま着
き

ていた。冬
ふゆ

は軍
ぐん

隊
たい

の外
がい

套
とう

を着
き

た。下
した

着
ぎ

などは、捕虜
ほり ょ

 になったときに持
も

っていた分
ぶん

だけで過
す

ごした。 

  重労働
じゅうろうどう

や劣
れつ

悪
あく

な環境
かんきょう

などが原
げん

因
いん

で病気
びょうき

になる捕
ほ

虜
りょ

もいた。収容所内
しゅうようじょない

には診療所
しんりょうじょ

 もあったが、薬
くすり

などが不
ふ

足
そく

していたので病気
びょうき

や怪
け

我
が

は死
し

を意
い

味
み

した。 

  収容所
しゅうようじょ

生
せい

活
かつ

ではロシア語
ご

を覚
おぼ

えないと損
そん

をすると思
おも

ったので覚
おぼ

え、簡
かん

単
たん

な単
たん

語
ご

を

 連
つら

ねて会
かい

話
わ

をすることができるようになった。 

  自
じ

分
ぶん

は初
はじ

め建
けん

築
ちく

班
はん

となり、大工出身
だいくしゅっしん

の兵隊
へいたい

の手
て

元
もと

などをしていたが、後
のち

に演
えん

芸
げい

班
はん

へ

 と移った。演
えん

芸
げい

班
はん

とは、強制労働
きょうせいろうどう

をしてきた捕
ほ

虜
りょ

を慰
なぐさ

めるため、夜
よる

に公
こう

演
えん

を行
おこ

なう

 ことが仕
し

事
ごと

だった。日
に

本
ほん

兵
へい

の中
なか

にはもともと芸
げい

人
にん

をしていた者
もの

もいて、そういう人た

 ちは演
えん

芸
げい

班
はん

となった。自
じ

分
ぶん

は歌
うた

などを歌
うた

った。しばらくは建
けん

築
ちく

班
はん

と演
えん

芸
げい

班
はん

を掛
か

け持
も

ち

 していたが、演
えん

芸
げい

班
はん

の仕
し

事
ごと

だけになると昼
ひる

の仕
し

事
ごと

がなくなって大
だい

分
ぶん

楽
らく

になった。 

  収容所
しゅうようじょ

では「日
に

本
ほん

新
しん

聞
ぶん

」という新
しん

聞
ぶん

も刊
かん

行
こう

されていた。日
に

本
ほん

語
ご

で書
か

かれている新
しん

聞
ぶん

 だったが、その内
ない

容
よう

は多
た

分
ぶん

にソ
そ

連
れん

軍
ぐん

による思想教育
しそうきょういく

を含んでいた。公
こう

演
えん

も、もともと

 思想教育的
しそうきょういくてき

な内
ない

容
よう

が強
つよ

かったが、誰
だれ

も見
み

ないので日
に

本
ほん

兵
へい

のなかで演
えん

芸
げい

班
はん

をつくらせた

 という経
けい

緯
い

があった。 

  その後
ご

にナホトカは復
ふく

員
いん

基
き

地
ち

となり、比
ひ

較
かく

的
てき

海
かい

外
がい

の視
し

線
せん

も集
あつ

まる場
ば

所
しょ

だったので、

 ナホトカの収容所
しゅうようじょ

の生
せい

活
かつ

はまだ良
よ

いほうだ。もっと北
ほく

部
ぶ

の収容所
しゅうようじょ

で、造
ぞう

材
ざい

や炭
たん

鉱
こう

の

 労
ろう

働
どう

をさせられていた人
ひと

たちは、もっとひどかった。 

  １９４７年（昭和
しょうわ

２２年）１月、ソ連
れん

軍
ぐん

の将校
しょうこう

から帰
き

国
こく

させるということを聞かさ

 れた。ただ、ナホトカの港
みなと

でソ連
れん

の船
ふね

に乗
の

るようだと、またどこに連
つ

れて行
い

かされる

 かわからないので不
ふ

安
あん

だったが、港
みなと

で日
に

本
ほん

の船
ふね

を見
み

た時
とき

には言
こと

葉
ば

では言
い

い表
あらわ

せない

 感
かん

情
じょう

になった。 

  自
じ

分
ぶん

は復
ふく

員
いん

船
せん

の第
だい

２船
せん

に乗
の

ることができ、舞
まい

鶴
づる

（京都府
きょうとふ

舞鶴市
まいづるし

）に復
ふく

員
いん

した。舞
まい

鶴
づる

 で免
めん

疫
えき

検
けん

査
さ

などがあり、２週間
しゅうかん

ほど過ごした。 

  その後
ご

、お金
かね

をもらって汽
き

車
しゃ

で帰郷
ききょう

した。途中
とちゅう

、上
うえ

野
の

駅
えき

（東京都
とうきょうと

）で風
ふう

景
けい

を見
み

たが、

 一
いち

面
めん

焼
や

け野
の

原
はら

の中
なか

にバラックが立
た

ち並
なら

んでいた。 

■戦
せん

後
ご

 



40 

  帰郷後
ききょうご

は泊村
とまりむら

役
やく

場
ば

に復職
ふくしょく

した。 

  戦
せん

後
ご

しばらくは配給制度
はいきゅうせいど

が続
つづ

いた。衣
い

・食
しょく

など多
おお

くの物
ぶっ

資
し

が配給
はいきゅう

されたが、最
さい

後
ご

 まで続
つづ

いたのは米
こめ

だった。配給物資
はいきゅうぶっし

は泊村役場
とまりむらやくば

から各
かく

地
ち

域
いき

に配
はい

分
ぶん

した。 

  泊村
とまりむら

では米作
べいさく

農家
のう か

が多
おお

くいた。農
のう

地
ち

委
い

員
いん

会
かい

のなかに査
さ

定
てい

委
い

員
いん

会
かい

という組
そ

織
しき

があり、

 作
さく

地
ち

の予想収穫高
よそうしゅうかくだか

を査
さ

定
てい

していった。その査
さ

定
てい

によって国
くに

へ買
かい

い上
あ

げされる米
こめ

の 量
りょう

 が決
き

まるので、文
もん

句
く

も多
おお

かった。 

  収穫
しゅうかく

した米
こめ

のうち、国
くに

に買
か

い上
あ

げられた分
ぶん

以
い

外
がい

は自家
じ か

消費
しょうひ

に回
まわ

り、さらに余剰分
よじょうぶん

は

 ヤミ米
ごめ

となった。函
はこ

館
だて

などから知
ち

人
じん

や親
しん

戚
せき

を頼
たよ

ってヤミ米
ごめ

を買
か

いに来
き

ていた。お金に

 は価
か

値
ち

がなく、着
き

物
もの

などのモノと米
こめ

を交
こう

換
かん

していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 

札幌
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差
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舞
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鶴
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上野
うえ の
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■お名
な

前
まえ

 

 山
やま

岸
ぎし

淳一
じゅんいち

 さん 

■生
う

まれた年
とし

 

１９２８年（昭和
しょうわ

３年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年齢
ねんれい

 

満
まん

１７歳
さい

 

■聞
き

き取
と

り年月日
ねんがっぴ

 

２００５年（平成
へいせい

１７年）９月８日 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦
せん

後
ご

にいた場
ば

所
しょ

 

 戦時中
せんじちゅう

  函
はこ

館
だて

 

 終戦時
しゅうせんじ

  岩
いわ

国
くに

（山
やま

口
ぐち

県
けん

） 

 戦
せん

 後
ご

  江
え

差
さし

 

■学校
がっこう

生活
せいかつ

 

  太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まった１９４１年（昭和
しょうわ

１６年）は、函館中学
はこだてちゅうがく

（北
ほっ

海
かい

道
どう

函
はこ

館
だて

中
ちゅ

部
うぶ

高
こう

 校
こう

）の１年
ねん

生
せい

だった。戦
せん

争
そう

が始
はじ

まったことを聞
き

いた時
とき

、子供心
こどもごころ

に「この戦
せん

争
そう

は勝
か

つ戦
いくさ

 で、負
ま

けることはない」と思
おも

った。 

  何
なん

年
ねん

生
せい

の時
とき

かは忘
わす

れたが、函館中学
はこだてちゅうがく

の時
とき

に学校
がっこう

の活
かつ

動
どう

として今
いま

金
かね

（北
ほっ

海
かい

道
どう

今金町
いまかねちょう

）

 の神
かみ

丘
おか

地
ち

区
く

に援
えん

農
のう

をしに行
い

った。函
はこ

館
だて

から汽
き

車
しゃ

に乗
の

って行
い

った。みんなそれぞれの農
のう

 家
か

に泊
と

まってイモ堀
ほ

りをした。１ケ月ぐらいはいたと思
おも

う。食事
しょくじ

もそれぞれの農
のう

家
か

で

 出
だ

してくれた。米
こめ

半
はん

分
ぶん

にイモやカボチャなどの野
や

菜
さい

が半
はん

分
ぶん

入ったご飯
はん

だった。函
はこ

館
だて

で

 は下宿
げしゅく

生
せい

活
かつ

をしていたが、食
た

べ物
もの

は変
か

わらなかった。 

 自
じ

分
ぶん

は行
い

かなかったが、学
がっ

校
こう

から工場
こうじょう

の手
て

伝
つだ

いをしに行
い

く生
せい

徒
と

もいた。 

  授業
じゅぎょう

でも行
こう

進
しん

や 銃
じゅう

の撃
う

ち方
かた

などの教練
きょうれん

をしていた。学校
がっこう

には弾
たま

が出
で

ないように

 してある本
ほん

物
もの

の銃
じゅう

があった。 

■出征
しゅっせい

 

山
やま

岸
ぎし

淳一
じゅんいち

さんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）４月、函館中学
はこだてちゅうがく

を卒業
そつぎょう

しないうちに、志
し

願
がん

して海
かい

軍
ぐん

兵
へい

 学
がっ

校
こう

の予
よ

科
か

に入
はい

った。初
はじ

めに長
なが

崎
さき

県
けん

の針
はり

尾
お

（長
なが

崎
さき

県
けん

佐
さ

世
せ

保
ぼ

市
し

）へと行
い

ったが、米
べい

軍
ぐん

の

 空
くう

爆
ばく

にあって、７棟
むね

から８棟
むね

あった建
たて

物
もの

が全焼
ぜんしょう

した。死
し

んだ人
ひと

はいなかったが、その

 時
とき

には死
し

を意
い

識
しき

した。 

  その後
ご

、山
やま

口
ぐち

県
けん

の岩
いわ

国
くに

（山
やま

口
ぐち

県
けん

岩国市
いわくにし

）へと移
うつ

った。 

■敗戦
はいせん

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）８月１５日の玉音放送
ぎょくおんほうそう

は岩
いわ

国
くに

で聞
き

いた。生
せい

徒
と

がみんな集
あつ

 められた。その時
とき

は何
なに

を言
い

っているのかわからなかったが、後
あと

で教官
きょうかん

から日
に

本
ほん

が負
ま

け

 たことを聞いた。 

■復員
ふくいん

 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）９月、岩
いわ

国
くに

を汽
き

車
しゃ

で出発
しゅっぱつ

して北
ほっ

海
かい

道
どう

への帰
き

途
と

についた。

 乗
の

ったのは無
む

蓋
がい

（屋
や

根
ね

がないこと）の貨
か

物
もつ

車
しゃ

だった。荷
に

物
もつ

と一緒
いっしょ

に乗
の

っていた。 

  途中
とちゅう

、原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

を落
お

とされた後
あと

の広
ひろ

島
しま

を見
み

た。コンクリートの建
たて

物
もの

がいくつか残
のこ

っ

 ているだけで、あとは何
なに

もなかった。 

  上
うえ

野
の

から青
あお

森
もり

までも汽
き

車
しゃ

に乗
の

った。青
あお

森
もり

まで１週間
しゅうかん

ほどかかった。睡
すい

眠
みん

はほとんど

 汽
き

車
しゃ

の中
なか

だった。食事
しょくじ

は駅
えき

で買
か

ったり支給
しきゅう

されたおにぎりを食
た

べた。 

  青
あお

森
もり

から函
はこ

館
だて

までは機
き

帆
はん

船
せん

に乗
の

った。２日ぐらいかかった。函
はこ

館
だて

からは江
え

差
さし

までは

 汽
き

車
しゃ

で帰
かえ

ってきた。 

■戦
せん

後
ご

 

  戦
せん

争
そう

が終
お

わって、まだ函館中学
はこだてちゅうがく

に籍
せき

はあったが復
ふく

学
がく

せず、江
え

差
さし

で暮
く

らした。 

  兄
あに

が津
つ

花
ばな

（江差町
えさしちょう

字
あざ

津花町
つばなちょう

）から鴎島
かもめじま

に向
む

かう渡
わた

りケーソンの途中
とちゅう

で製塩工場
せいえんこうじょう

を

 始
はじ

めたので、そこで勤
つと

めた。汲
く

んだ海
かい

水
すい

を大
おお

きな鍋
なべ

で煮
に

て塩
しお

を作
つく

った。その製塩工場
せいえんこうじょう

 も５年から６年ほど続
つづ

いた。工場
こうじょう

で作
つく

った塩
しお

を持
も

って汽
き

車
しゃ

に乗
の

って、内
ない

陸
りく

の風
ふう

連
れん

（北
ほっ

 海
かい

道
どう

名
な

寄
よろ

市
し

）の方
ほう

にまで行
い

った。そこで塩
しお

と農
のう

作
さく

物
ぶつ

を交
こう

換
かん

した。 
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地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 
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■お名
な

前
まえ

 

 成
なり

田
た

喜
き

美
み

子
こ

 さん 

■生
う

まれた年
とし

 

１９３１年（昭和
しょうわ

６年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年齢
ねんれい

 

満
まん

１４歳
さい

 

■聞
き

き取
と

り年月日
ねんがっぴ

 

２００５年（平成
へいせい

１７年）１０月２７日 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦
せん

後
ご

にいた場
ば

所
しょ

 

 戦時中
せんじちゅう

  江
え

差
さし

 

 終戦時
しゅうせんじ

  石
いし

崎
ざき

（北
ほっ

海
かい

道
どう

上ノ国町
かみのくにちょう

） 

 戦
せん

 後
ご

  江
え

差
さし

 

■戦時中
せんじちゅう

 

  １９４４年（昭和
しょうわ

１９年）に豊川町
とよかわちょう

（江差町
えさしちょう

字
あざ

豊川町
とよかわちょう

）にあった女
じょ

学
がっ

校
こう

へ入学
にゅうがく

し

 た。女
じょ

学
がっ

校
こう

では授業
じゅぎょう

をすることはほとんどなかった。女
じょ

学
がっ

校
こう

のグラウンドは、イモや

 カボチャの畑
はたけ

になっていた。 

  当
とう

時
じ

、家
いえ

は愛宕町
あたごちょう

（江差町
えさしちょう

字
あざ

愛宕町
あたごちょう

）にあり、蔬
そ

菜
さい

の種
たね

を販
はん

売
ばい

していた。父
ちち

と兄
あに

４

 人
にん

が召
しょう

集
しゅう

され、私
わたし

が下
した

の兄弟
きょうだい

の面
めん

倒
どう

を見
み

ながら暮
く

していた。 

  愛宕神社
あたごじんじゃ

の付
ふ

近
きん

には自
じ

家
か

用
よう

の畑
はたけ

があり、イモ・ダイコン・ニンジン・キャベツなど

 を育
そだ

てていた。愛宕神社
あたごじんじゃ

へと続
つづ

く坂
さか

道
みち

を肥
こえ

桶
おけ

を担
かつ

いで登
のぼ

った。 

  当
とう

時
じ

は水
すい

道
どう

がないので、井
い

戸
ど

まで水
みず

を汲
く

みに行
い

った。飲
の

み水
みず

は、新栄町
しんえいちょう

（江差町
えさしちょう

字
あざ

 新栄町
しんえいちょう

）の中
なか

の橋
はし

近
ちか

くにあった井
い

戸
ど

まで水
みず

を汲
く

みに行
い

った。１日
にち

に何
なん

回
かい

も天
てん

秤
びん

棒
ぼう

に担
かつ

 いで水
みず

汲
く

みをした。洗
せん

濯
たく

も、蝦
え

夷
ぞ

館
だて

観
かん

音
のん

がある山
やま

の麓
ふもと

を流
ながれ

れている川
かわ

まで洗
せん

濯
たく

物
もの

を

 リアカーに積
つ

んで運
はこ

んだ。 

  日
ひ

々
び

の食事
しょくじ

もイモケッコ（イモのおかゆ）がほとんどだった。生
なま

米
ごめ

を磨
と

いでおいて、

成
なり

田
た

喜
き

美
み

子
こ

さんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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 生
なま

イモと一
いっ

緒
しょ

に鍋
なべ

で煮
に

た。塩
しお

で味
あじ

付
つ

けをした。 

  １９４５年（昭和
しょうわ

２０年）になると、今金町
いまかねちょう

（北
ほっ

海
かい

道
どう

今金町
いまかねちょう

）のトマンケシへ援
えん

 農
のう

に行
い

った。今金小学校
いまかねしょうがっこう

に寝
ね

泊
とま

りし、朝
あさ

５時
じ

に起
お

きてトマンケシまで３０分
ぷん

ほど歩
ある

い

 た。そこの農
のう

地
ち

は学
がっ

校
こう

のグラウンドほどもあり、草
くさ

刈
かり

をする時
とき

などキリがないような

 気
き

がした。お昼
ひる

ご飯
はん

は、そこの農
のう

家
か

でおにぎりを出
だ

してもらった。函館中学
はこだてちゅうがく

の生
せい

徒
と

も

 援
えん

農
のう

に来
き

ていた。函
はこ

館
だて

中
ちゅう

学
がく

の生
せい

徒
と

は農
のう

家
か

に寝
ね

泊
とま

りしていた。 

  今金町
いまかねちょう

での援
えん

農
のう

が終
お

わると、石
いし

崎
ざき

（北
ほっ

海
かい

道
どう

上ノ国
かみのくに

 町
ちょう

）のベニヤ工場
こうじょう

へ行
い

って作業
さぎょう

を手
て

伝
つだ

った。江
え

差
さし

 から石
いし

崎
ざき

まではトラックの荷
に

台
だい

に乗
の

って行
い

った。

 工場
こうじょう

では「神
かみ

風
かぜ

」と書
か

いてある鉢
はち

巻
まき

を巻
ま

いて作業
さぎょう

し

 た。 できあがったベニヤの移
い

動
どう

や荷
に

造
づく

りをした。怪
け

 我
が

を したら、発
はつ

動
どう

機
き

の付
つ

いた船
ふね

で江
え

差
さし

の病院
びょういん

に向
む

 かっ た。 このベニヤが何
なに

に使
つか

われるのかと思
おも

って

 工場
こうじょう

の人
ひと

に聞
き

いてみたら、飛
ひ

行
こう

機
き

の部
ぶ

品
ひん

になると

 いうことだった。ベニヤを裁
さい

断
だん

する機
き

械
かい

で、手
て

首
くび

か

 ら先
さき

を切
せつ

断
だん

してしまった人
ひと

もいた。作業
さぎょう

をしていて

 恐
おそ

ろしかった。 

  石
いし

崎
ざき

ではお寺
てら

に寝
ね

泊
とま

りしていた。本
ほん

堂
どう

にみんなで寝
ね

ていたが、骨
こつ

箱
ばこ

が並
なら

んでいて怖
こわ

 かった。トイレも外
そと

にあって怖
こわ

くて行
い

くことができなかった。食事
しょくじ

はみんなで当
とう

番
ばん

を

 決
き

めて作
つく

っていた。おかゆ・ニラの汁
しる

物
もの

・漬
つけ

物
もの

などを食
た

べていた。お風
ふ

呂
ろ

にも入
はい

らな

 かった。 

■出征
しゅっせい

 

  私
わたし

の上
うえ

には４人の兄
あに

がいるが、４人とも召 集
しょうしゅう

された。 

  １番
ばん

上
うえ

の兄
あに

が 召 集
しょうしゅう

されたのは、太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が始
はじ

まって１、２年
ねん

ほどが経
た

って

 からだった。千
せん

人
にん

針
ばり

を縫
ぬ

ったり、日
ひ

の丸
まる

に寄
よ

せ書
が

きをしたりした。出征
しゅっせい

の日
ひ

にはみん

 なで江
え

差
さし

駅
えき

まで見
み

送
おく

りにいった。 

  ３番
ばん

目
め

の兄
あに

が召 集
しょうしゅう

された時
とき

には、函
はこ

館
だて

まで行
い

って連
れん

絡
らく

線
せん

に乗
の

った兄
あに

を見
み

送
おく

った。

 この兄
あに

はトラック島
とう

（ミクロネシア連
れん

邦
ぽう

のチューク諸島
しょとう

）で戦
せん

死
し

した。写
しゃ

真
しん

が 1枚
まい

と

女学校
じょがっこう

時
じ

代
だい

の成
なり

田
た

さん 
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 遺
い

品
ひん

数
すう

点
てん

が戻
もど

ってきたが、遺
い

骨
こつ

は帰
かえ

ってこなかった。 

■敗
はい

戦
せん

 

  １９４５年
ねん

（昭和
しょうわ

２０年
ねん

）８月
がつ

１５日
にち

は、石崎
いしざき

のベニヤ工場
こうじょう

にいた。お昼
ひる

にみんな

 で集
あつ

まって玉音放送
ぎょくおんほうそう

を聞
き

いた。何
なに

を言
い

っているのかはわからなかったが、後
あと

で戦
せん

争
そう

に

 負
ま

けたんだということを聞
き

いた。家
いえ

に帰
かえ

れると思
おも

ってうれしかった。 

  次
つぎ

の日
ひ

ぐらいには、石崎
いしざき

から江
え

差
さし

へと戻
もど

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地図：OpenStreetMap（オープンストリートマップ）より 

トラック島
とう

 



47 

 

 

 

■お名
な

前
まえ

 

 森
もり

田
た

慶
けい

子
こ

 さん 

■生
う

まれた年
とし

 

１９３７年（昭和
しょうわ

１２年） 

■終戦時
しゅうせんじ

の年齢
ねんれい

 

満
まん

８歳
さい

 

■聞
き

き取
と

り年月日
ねんがっぴ

 

２００５年（平成
へいせい

１７年
ねん

）１１月８日 

■戦時中
せんじちゅう

・終戦時
しゅうせんじ

・戦後
せん ご

にいた場所
ばし ょ

 

 戦時中
せんじちゅう

  朝鮮
ちょうせん

 

 終戦時
しゅうせんじ

  朝鮮
ちょうせん

 

 戦
せん

 後
ご

  朝鮮
ちょうせん

→相
あい

沼
ぬま

（八雲町） 

■森
もり

田
た

慶
けい

子
こ

さんの手記
しゅ き

 

  私
わたし

は、熊
くま

石
いし

の相沼町
あいぬまちょう

（北
ほっ

海
かい

道
どう

八雲町
やくもちょう

熊石相沼町
くまいししょうぬまちょう

）で生
う

まれた。 

  １９３９年（昭和
しょうわ

１４年）の４月、朝鮮
ちょうせん

の最
さい

北
ほく

端
たん

で中国
ちゅうごく

・ソ連
れん

との国境
こっきょう

近
ちか

くの雄
ゆう

 基
き

（羅
ら

先
そん

特
とく

別
べつ

市
し

）という町
まち

で手
て

広
びろ

く貿易商
ぼうえきしょう

を営
いとな

む叔
お

父
じ

夫
ふう

婦
ふ

の元
もと

に行き、養
よう

女
じょ

となっ

 た。それから１９４２年（昭和
しょうわ

１７年）、１９４３年（昭和
しょうわ

１８年）頃
ごろ

までは、何
なに

不
ふ

自
じ

 由
ゆう

のない幸
しあわ

せな生
せい

活
かつ

をしていた。 

  港町
みなとまち

である雄
ゆう

基
き

へは、大
おお

きな船
ふね

が世界中
せかいじゅう

から物
ぶっ

資
し

を運
はこ

び、各
かっ

国
こく

の人
ひと

々
びと

がかなり移住
いじゅう

 していたようにも記
き

憶
おく

している。父
ちち

は特
とく

に海
かい

産
さん

物
ぶつ

を取
と

り扱
あつか

っていたので、各
かく

地
ち

から船
ふね

 が港
みなと

へ入
はい

る度
たび

に、父
ちち

に港
みなと

へ連
つ

れて行
い

ってもらった。船
ふね

に乗
の

せてもらった事
こと

もあった。 

  我
わ

が家
や

では日
に

本
ほん

人
じん

が１４、１５人働
はたら

いていて、朝鮮人
ちょうせんじん

や中国人
ちゅごくじん

もかなりいた。日
に

 本
ほん

からの荷
に

物
もつ

は大
おお

きな倉
そう

庫
こ

に山
やま

積
づ

みにされた。倉
そう

庫
こ

はトラックが荷
に

物
もつ

を積
つ

んだまま出
で

 入
い

りすることができるほどの広さだった。 

  我
わ

が家
や

の右
みぎ

は果
くだ

物
もの

問
どん

屋
や

、左
ひだり

は衣
い

類
るい

問
どん

屋
や

で、今
いま

にして思
おも

えば問
とん

屋
や

街
がい

だったのだろう。 

森
もり

田
た

慶
けい

子
こ

さんの戦
せん

争
そう

体
たい

験
けん
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  我
わ

が家
や

は、父
ふ

母
ぼ

と４つ違
ちが

いの兄
あに

の４人家
か

族
ぞく

だった。 

  ５歳になった頃
ころ

から、毎日
まいにち

のように母
はは

に手
て

を引
ひ

かれ、戦
せん

地
ち

へと行
い

く兵
へい

隊
たい

を見
み

送
おく

りに

 出
で

掛
か

けた。函
はこ

館
だて

から来
き

た母
はは

の甥
おい

にあたる健
けん

ちゃんをはじめ、家
いえ

で働
はたら

いていた人
ひと

がひと

 り、ふたりと出征
しゅっせい

して行
い

くと、それにあわせたように戦
せん

争
そう

も激
はげ

しさを増
ま

してきたよう

 に感じた。 

  しかし、私
わたし

たちの住
す

んでいた場
ば

所
しょ

は比
ひ

較
かく

的
てき

安
あん

全
ぜん

地
ち

帯
たい

といわれ、空襲警報
くうしゅうけいほう

が鳴
な

り響
ひび

 いてもそんなに恐
おそ

れる人
ひと

もいなかった。 

  そんなある日
ひ

、日
に

本
ほん

人
じん

学
がっ

校
こう

のグラウンドにＢ２９が着陸
ちゃくりく

して街中
まちじゅう

が大
おお

騒
さわ

ぎとなっ

 た。子
こ

供
ども

たちは恐
おそ

る恐
おそ

る見に行き、アメリカ兵
へい

からチューインガムをもらったりして、

 そのまわりで遊
あそ

んだ事
こと

をおぼえている。 

  それが街
まち

の様
よう

子
す

を下
した

見
み

に来
き

たとも知
し

らず、２、３日後
ご

に大
だい

爆
ばく

撃
げき

を受
う

けてしまった。

 ７００ｍから８００ｍある街
まち

の裏
うら

山
やま

を登
のぼ

るとソ連
れん

の街
まち

が見
み

える場
ば

所
しょ

なので、ソ連
れん

の飛
ひ

 行
こう

機
き

を恐
おそ

れ、アメリカの爆
ばく

撃
げき

など考
かんが

えてもいなかったようだ。 

  １９４４年（昭和
しょうわ

１９年）７月２６日の朝
あさ

８時過
す

ぎにサイレンが鳴
な

った。サイレン

 とともに店
みせ

を閉
し

めたり、街
まち

を行
い

き交
か

う人
ひと

々
びと

もあわただしくなっていた。 

  母
はは

から「こんな時
とき

はランドセルでなく、リュックを背
せ

負
お

って準備
じゅんび

するんですよ」と

 言
い

われ、兄
あに

に手
て

伝
つだ

ってもらって防
ぼう

空
くう

頭
ず

巾
きん

を被
かぶ

り、救 急 袋
きゅうきゅうぶくろ

を背
せ

にかけていたら、突
とつ

然
ぜん

 大
おお

きな音
おと

と共
とも

に真
ま

っ暗
くら

になり、ガラスは音
おと

を立
た

てて割
わ

れ、電
でん

線
せん

は切
き

れ、電柱
でんちゅう

は倒
たお

れ、

 一
いち

面
めん

火
ひ

の海
うみ

となってしまった。 

  父
ちち

は銀
ぎん

行
こう

に行
い

ったままだった。母
はは

は兄
あに

と私
わたし

を抱
かか

えるようにして防
ぼう

空
くう

壕
ごう

に行
い

ったが、

 近
ちか

くの防
ぼう

空
くう

壕
ごう

は潰
つぶ

されていたので、煙
けむり

の中
なか

を走
はし

ってやっと見
み

つけた防
ぼう

空
くう

壕
ごう

に入
はい

ろう

 とした。 

  その時
とき

、数
かぞ

えきれないほどの飛
ひ

行
こう

機
き

がどんどん爆
ばく

弾
だん

を落
お

とし、あちらでもこちらで

 もドカンドカンと真
ま

黒
くろ

い煙
けむり

に包
つつ

まれてしまった。 

  地
じ

面
めん

がぐらぐらと動
うご

き、地
じ

響
ひび

きを立
た

てて割
わ

れていった。 

  道
どう

路
ろ

にふせた私
わたし

を、「危
あぶ

ない！」と大
おお

声
ごえ

で叫
さけ

んで抱
だ

き込
こ

むようにかばってくれた田
た

 中
なか

さんのおじさんは、その時
とき

に爆
ばく

弾
だん

の破
は

片
へん

が背
せ

中
なか

から貫
かん

通
つう

し、内
ない

臓
ぞう

が全
ぜん

部
ぶ

外
そと

に出
で

てし

 まい、無
む

残
ざん

な姿
すがた

で死
し

んでしまった。 
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  そんな事
こと

とも知
し

らない私
わたし

は、背
せ

中
なか

があまりに重
おも

いので「おじちゃん、重
おも

いよ」と言
い

 ったことを、６０年
ねん

経
た

っても鮮
せん

明
めい

に思
おも

い出
だ

される。 

  その晩
ばん

、父
ちち

はとうとう帰
かえ

らず、一
ひと

晩
ばん

防
ぼう

空
くう

壕
ごう

で過
す

ごした。  

  翌
よく

朝
あさ

、裏
うら

山
やま

に逃
に

げ込
こ

んだ。私
わたし

たち子
こ

供
ども

は、数
すう

人
にん

ずつ布
ふ

団
とん

を被
かぶ

せられたり、草
くさ

をかけ

 られたりして、とにかく「声
こえ

を出
だ

してはいけない」と言
い

われた。母
はは

は食
た

べ物
もの

と父
ちち

を探
さが

 すために２、３人で出
で

掛
か

けた。ご飯
はん

を炊
た

いている時
じ

間
かん

が恐
おそ

ろしくて、まだ生
なま

煮
に

えのま

 まの鍋
なべ

を持
も

って山
やま

に戻
もど

った。恐
おそ

ろしさで震
ふる

えが止
と

まらず、食
た

べ物
もの

も喉
のど

を通
とお

らず、普
ふ

段
だん

 からリュックに入
い

れてあった少
すこ

しの砂
さ

糖
とう

をなめて過
す

ごした。 

  父
ちち

がやっと私
わたし

たちを探
さが

し当
あ

ててくれたが、「ここも危
あぶ

ない。もうすぐ艦
かん

砲
ぽう

射
しゃ

撃
げき

を受
う

 けるから、ここにはいられない」と言
い

い、山
やま

伝
づた

いに歩
ある

き始
はじ

めた。水
すい

平
へい

線
せん

にたくさんの

 軍
ぐん

艦
かん

が攻
せ

め寄
よ

せているのを見
み

ながら逃
に

げた。 

  少
すこ

しばかりの食
た

べ物
もの

もなくなっていき、水
すい

筒
とう

の水
みず

も少
すく

なくなっていった。「水
みず

を飲
の

み

 たい。水
みず

はないか」と眼
め

を皿
さら

にし、耳
みみ

を立
た

て、川
かわ

の流
なが

れる音
おと

でもしないかと歩
ある

いた。

 野宿
のじゅく

しては歩
ある

き、夜
よ

が明
あ

けるとまた歩
ある

く。そんな日
ひ

々
び

が続
つづ

いた。道
みち

端
ばた

で雨
あま

水
みず

をすすり

 上
あ

げている人
ひと

もいたが、母から「我
が

慢
まん

するんだよ。お腹
なか

をこわしては日
に

本
ほん

に帰
かえ

れない

 よ。すっぱい梅
うめ

干
ぼ

しを食
た

べた時
とき

を思
おも

い出
だ

すのよ」と励
はげ

まされ、泣
な

きながら歩
ある

いた。 

 耐
た

えられずに引
ひ

き返
かえ

した人
ひと

も多
おお

くいたそうだが、生
い

き延
の

びた人
ひと

はひとりもいなかった

 そうだ。 

  やっとの事
こと

で川
かわ

に出
で

たが、対
たい

岸
がん

が見
み

えないほどの川
かわ

幅
はば

があって、流
なが

れも速
はや

かった。

 しかし、渡
わた

らなければ咸
かん

興
こう

（咸
はむ

興
ふん

市
し

）という街
まち

に行
い

けない事
こと

がわかり、父
ちち

や数
すう

人
にん

が泳
およ

 ぎ出
だ

した。小
こ

柄
がら

な父
ちち

は、まず自
じ

分
ぶん

のリュックを頭
あたま

に結
む

び付
つ

けて川
かわ

を渡
わた

った。次
つぎ

に兄
あに

を

 肩車
かたぐるま

に乗
の

せて渡
わた

り、次
つぎ

は私
わたし

をおんぶして渡
わた

り、そして母
はは

を紐
ひも

で結
むす

び付
つ

けて渡
わた

った。

 一
いっ

家
か

４人が川
かわ

を渡
わた

った時
とき

はもう真
ま

っ暗
くら

闇
やみ

で、そのままそこで野宿
のじゅく

した。 

  その夜
よる

は大
おお

雨
あめ

となったが、父
ちち

も母
はは

も一
いっ

睡
すい

もせずに２人の子
こ

を守
まも

ってくれた。早朝
そうちょう

、

 父
ちち

が木
き

の実
み

や草
くさ

の根
ね

を採
と

って来
き

たので、食
た

べて歩
ある

き出
だ

した。夕
ゆう

方
がた

に着
つ

いた集落
しゅうらく

はすっ

 かり焼
や

け野
の

原
はら

となっていて、人
ひと

はひとりも見
み

当
あ

たらず、見
み

付
つ

けても爆
ばく

撃
げき

で死
し

んでいる

 人
ひと

だけだった。 

  何
なん

日
にち

も食事
しょくじ

をしていない私
わたし

たちは、自
じ

分
ぶん

の物
もの

も他人
ひ と

の物
もの

も区
く

別
べつ

が付
つ

かないように
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 なっていた。暗
くら

くなるのを待
ま

ち、グループでその辺
あたり

の 畑
はたけ

からトウモロコシ、イモ、

 カボチャなど盗
ぬす

み、鍋
なべ

なども手
て

当
あ

たり次
し

第
だい

に集
あつ

めて煮
に

炊
た

きした。お腹
なか

が破
やぶ

れるほど食
た

 べた。 

  それからまた何
なん

日
にち

か歩
ある

き、そのあいだに何
なん

度
ど

となく爆
ばく

撃
げき

を受
う

けたが、やっと念
ねん

願
がん

の

 咸
かん

興
こう

に着
つ

き、母
はは

の昔
むかし

の友
ゆう

人
じん

を見
み

付
つ

けてお世
せ

話
わ

になることとなった。 

  ここで８月１５日を向
むか

えた。 

  日
に

本
ほん

人
じん

に勝
か

ったとして、「今
いま

まで我
われ

々
われ

は日
に

本
ほん

人
じん

に使
つか

われ、ひどいことばかりされた」

 と大
おお

声
ごえ

で泣
な

き叫
さけ

ぶ朝鮮人
ちょうせんじん

がいた。日
に

本
ほん

人
じん

は、見
み

つかったらひとり残
のこ

らずめった切
ぎ

りに

 され、家
いえ

には火
ひ

を付
つ

けられ、窓
まど

ガラスには石
いし

を投
な

げられた。一
いっ

歩
ぽ

も家
いえ

から出
で

られなく

 なって、縁
えん

の下
した

に穴
あな

を掘
ほ

ってそこに隠
かく

れていた。 

  日
にっ

光
こう

に当
あ

たることもなく、食
た

べ物
もの

もなく、体力
たいりょく

もなくなっていった。さらに日
に

本
ほん

人
じん

 の家
いえ

は没収
ぼっしゅう

されることとなって、ここにもいられなくなった。 

  やっとのことで無
む

蓋
がい

車
しゃ

（屋
や

根
ね

のない貨
か

車
しゃ

）に乗
の

り込
こ

むことができた。女
おんな

の人
ひと

は顔
かお

に

 墨
すみ

を塗
ぬ

り、男
おとこ

の服
ふく

を着
き

て、頭
あたま

は丸
まる

坊
ぼう

主
ず

にして帽
ぼう

子
し

を被
かぶ

り身
み

を守
まも

った。それでも見
み

つ

 けられて、無
む

残
ざん

な最
さい

後
ご

を遂
と

げた人
ひと

が大
おお

勢
ぜい

いた。 

  隣
となり

の駅
えき

に着
つ

かないうちに無
む

蓋
がい

車
しゃ

を降
お

ろされた。線
せん

路
ろ

伝
づた

いに歩
ある

き、草
くさ

や木
き

の根
ね

を探
さが

し

 ては食
た

べる毎
まい

日
にち

が続
つづ

いた。 

  とうとうソ連
れん

の兵
へい

隊
たい

に見
み

つかり、１２月２０日にフウヒョク（場
ば

所
しょ

不
ふ

明
めい

）という山
やま

 の中
なか

を１０時間も無
む

蓋
がい

車
しゃ

に乗
の

せられ、避
ひ

難
なん

民
みん

として監
かん

禁
きん

されることとなった。 

  寒
さむ

さは厳
きび

しく、オシッコをしているうちに下
した

から凍
こお

るほどだった。零
れい

下
か

３０℃を下
した

 回
まわ

る駅
えき

からさらに山
やま

を登
のぼ

り、ソ連
れん

兵
へい

に銃
じゅう

を向
む

けられながら着
つ

いた場
ば

所
しょ

は、窓
まど

も床
ゆか

板
いた

も

 ない、風
かぜ

が自由
じゆ う

に通
とお

り抜
ぬ

ける元
もと

兵
へい

隊
たい

の幕
ばく

舎
しゃ

だった。床
ゆか

板
いた

のない土
つち

の上
うえ

に、莚
むしろ

１枚
まい

に２

 人の割
わり

合
あい

で入
い

れられた。 

  我
わ

が家
や

は４人で２枚
まい

の莚
むしろ

をもらったが、敷
し

く場
ば

所
しょ

がなかった。その夜
よる

は莚
むしろ

を被
かぶ

っ

 て震
ふる

えながら一
いち

夜
や

を明
あ

かした。寒
さむ

くて寒
さむ

くて凍
こご

える手
て

と足
あし

を、父
ちち

は 懐
ふところ

に入
い

れたり擦
こす

 ったりして温
あたた

めてくれた。 

  朝
あさ

になって驚
おどろ

いたことには、約
やく

３０人もが凍
とう

死
し

をしていた。入
いり

口
ぐち

に積
つ

まれた死
し

体
たい

を

 近
ちか

くの山
やま

に穴
あな

を掘
ほ

って埋
う

めたが、すぐに手
て

や足
あし

を犬
いぬ

に食
く

われた。それはそれは恐
おそ

ろし
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 い出
で

来
き

事
ごと

だった。 

  ３日目になって、やっと莚
むしろ

を敷
し

く場
ば

所
しょ

を見
み

つけることができた。 

  寒
さむ

さと栄養失調
えいようしっちょう

で飢
う

え死
じ

にする人
ひと

が後
あと

を絶
た

たず、死
し

体
たい

を埋
う

める穴
あな

を掘
ほ

る場
ば

所
しょ

がな

 いほどだった。初
はじ

めのうちはひとつの穴
あな

に５人とか１０人とか入
い

れていたが、そのう

 ちにただ山
やま

に捨
す

ててくるようになってしまった。 

  親
した

しくしていた高
たか

木
ぎ

さんが亡
な

くなって穴
あな

に埋
う

めたが、雪
ゆき

が解
と

けてからお参
まい

りに行
い

っ

 た奥
おく

さんが、亡
な

くなったご主
しゅ

人
じん

の無
む

残
ざん

な姿
すがた

を見
み

て正気
しょうき

を失
うし

い、月
つき

夜
よ

に自
じ

分
ぶん

の手
て

で掘
ほ

り

 出
だ

して葬
ほおむ

ったということがあった。そのような話
はな

しも、大
たい

したことではなくて当
あ

たり

 前
まえ

のようになっていた。 

  どの人
ひと

もどの人
ひと

も栄養失調
えいようしっちょう

で倒
たお

れ、眼
め

だけがギラギラ光
ひか

って、動
うご

けなくなり死
し

んで

 いった。 

  そんな時
とき

、母
はは

が熱
ねつ

を出
だ

した。身体
から だ

が弱
よわ

っているので危篤状態
きとくじょうたい

となり、明日
あ す

をも知
し

れ

 ぬ命
いのち

となってしまった。お医
い

者
しゃ

さんがいることもなく、薬
くすり

もない。ただ「日
に

本
ほん

に帰
かえ

 ろうね」と励
はげ

ますだけだった。それでも少
すこ

しずつ元
げん

気
き

になって、危
き

機
き

を乗
の

り越
こ

えるこ

 とができ、暖
あたた

かくなるにつれて動
うご

けるようになってきた。 

  ここで生
い

きていくことはあまりにも厳
きび

しいので、なかには脱
だっ

走
そう

も試
こころ

みる人
ひと

も出
で

て

 きた。父
ちち

も私
わたし

たちや仲
なか

間
ま

を励
はげ

まし、「ここにいては死
し

んでしまう。やるだけやってみ

 よう」ということになった。 

  計
けい

画
かく

を立
た

てて明 朝
みょうちょう

に決
けっ

行
こう

という日
ひ

、誰
だれ

かの密
みっ

告
こく

によって元
げん

気
き

の良
よ

かった男
だん

性
せい

１２

 人が首
しゅ

謀
ぼう

者
しゃ

と見
み

なされ、猿轡
さるぐつわ

をされ連
れん

行
こう

されていきました。 

  捕
つか

まった人
ひと

たちは拷
ごう

問
もん

にかけられた。苦
くる

しみに耐
た

えられなかった人
ひと

は、舌
した

を噛
か

み切
き

 って果
は

てた人
ひと

もいた。空
くう

腹
ふく

に耐
た

えることができずに餓
が

死
し

した人
ひと

もいた。 

  幸
さいわ

いに父
ちち

を含
ふく

めた３人がこの拷
ごう

問
もん

に耐
た

え、疲
つか

れ切
き

って歩
ある

くこともできなかったが、

 這
は

うようにして戻
もど

ってきた。その時
とき

に父
ちち

は、「どんなことがあっても親
おや

子
こ

４人で元
げん

気
き

に

 日
に

本
ほん

の土
つち

を踏
ふ

もう。そして、美
お

味
い

しい物
もの

をたくさん食
た

べようね」と約
やく

束
そく

をし、暖
あたた

かく

 なる日を待った。 

  食
た

べ物
もの

はコーリャン（黍
きび

のような穀
こく

物
もつ

）、マメのかす、凍
こお

らしたり干
ほ

したイモばかり

 だった。兄
あに

と２人で野
の

原
はら

や山
やま

を歩
ある

き回
まわ

り、オオバコの根
ね

を「ソーメン」、ナズナを「ホ



52 

 ウレンソウ」、ノビルを「ネギ」などと自
じ

分
ぶん

たちで勝
かっ

手
て

に名
な

前
まえ

を付
つ

けて、喜
よろこ

ぶ母
はは

に持
も

 ち帰
かえ

った。 

  ある時
とき

、アズキ畑
ばたけ

だったらしい場
ば

所
しょ

で１０粒
つぶ

ほどのふやけたアズキを見
み

付
つ

けた時
とき

 は、大
たい

変
へん

な宝物
たからもの

でも見
み

付
つ

けたかのように飛
と

び上
あ

がって喜
よろこ

び、早
さっ

速
そく

おかゆに入
い

れても

 らったこともあった。 

  ６月中
ちゅう

旬
じゅん

、父
ちち

も母
はは

も元
げん

気
き

になったので再
ふたた

び脱
だっ

走
そう

を計
けい

画
かく

し、今
こん

度
ど

は成
せい

功
こう

した。 

  京城
けいじょう

（ソウル）を目
もく

的
てき

地
ち

として歩
ある

き出
だ

したものの、大病
たいびょう

した母
はは

は歩
ほ

行
こう

困
こん

難
なん

となっ

 てしまった。そんな時
とき

、父
ちち

はリュックを２つ背
せ

負
お

い、急
いそ

ぎ足
あし

で歩
ある

いてリュックを置
お

い

 て兄
あに

に番
ばん

兵
ぺい

させ、母
はは

を向
むか

えに戻
もど

って背
せ

負
お

い、同
おな

じ道
みち

をもう一
いち

度
ど

歩
ある

いた。 

  母
はは

は何
なん

度
ど

も「私
わたし

をここにおいて３人だけで行
い

って下
くだ

さい」と涙
なみだ

を流
なが

して頼
たの

んでい

 た。自
じ

分
ぶん

の不
ふ

甲
が

斐
い

なさでみんなに迷
めい

惑
わく

をかけ、苦
くる

しかったのだろう。父
ちち

は、「日
に

本
ほん

に着
つ

 くまでは、どんなことがあっても頑
が

ん張
ば

るんだ」と口
くち

癖
ぐせ

のように言
い

って励
はげ

ましていた。 

  ある時
とき

は、大
おお

きな木
き

の下
した

で何
なん

日
にち

も休
やす

み、母
はは

の足
あし

をさすってあげたこともあった。 

  そんな時
とき

にあるグループと出
で

会
あ

い、一
いっ

緒
しょ

に３８度
ど

線
せん

（朝鮮半島
ちょうせんはんとう

を南
なん

北
ぼく

に分
わ

ける境
きょう

 界
かい

。北
きた

側
がわ

をソ連
れん

が、南
みなみ

側
がわ

をアメリカが占領
せんりょう

していた。）を通
つう

過
か

することになった。お

 互
たが

いに励
はげ

まし合
あ

い、助
たす

け合
あ

って、全
ぜん

員
いん

無
ぶ

事
じ

に３８度
ど

線
せん

を渡
わた

ることを誓
ちか

い合
あ

った。 

  夕
ゆう

方
がた

に朝鮮人
ちょうせんじん

の民
みん

家
か

に行
い

き、持
も

っていた宝
ほう

石
せき

や衣
い

類
るい

で米
こめ

や水
みず

と交換をした。水
みず

は柄
ひ

 杓
しゃく

１杯
ぱい

が５０銭
せん

とも言
い

われた。当
とう

時
じ

５０銭
せん

は大
たい

金
きん

だった。困
こま

っている日
に

本
ほん

人
じん

につけこ

 んで、取
と

れる物
もの

は取
と

ってやるということだったと思
おも

う。石
いし

で竈
かまど

を作
つく

り、飯
はん

盒
ごう

でご飯
はん

を

 炊
た

き、小
ちい

さかったがおにぎりを食
た

べた。 

  その後
ご

、川
か

原
わら

でゆっくりと休
やす

み、夜
よる

に起
お

こされて、真
ま

夜
よ

中
なか

の０時に眠
ねむ

い目
め

を擦
こす

りな

 がらの出発
しゅっぱつ

となったが、「絶
ぜっ

対
たい

に声
こえ

を出
だ

してはいけない。もし見
み

付
つ

かったら全
ぜん

員
いん

殺
ころ

さ

 れる」と言
い

われ、赤
あか

ちゃんや手
て

のかかる子
こ

供
ども

はその場
ば

で首
くび

を絞
し

めて殺
ころ

された。泣
な

く泣
な

 く我
わ

が子
こ

と今生
こんじょう

の別
わか

れをした人
ひと

も数
かず

多
おお

く、生
いき

地
じ

獄
ごく

の様
よう

相
そう

だった。 

  足
あし

音
おと

すら立
た

てないように息
いき

を呑
の

んで静
しず

かに歩
ある

き出
だ

した。真
ま

っ暗
くら

闇
やみ

で雨
あめ

は間
かん

断
だん

なく降
ふ

 り続
つづ

いていたが、無
む

理
り

をしてこんな日
ひ

を選
えら

んだ理
り

由
ゆう

もわからない訳
わけ

でもなかった。死
し

 と背
せ

中
なか

合
あ

わせだった。 

  左側
ひだりがわ

は小
こ

高
だか

い丘
おか

になっていて、その向
む

こうから波
なみ

の音
おと

が聞
き

こえていたことを覚
おぼ

え
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 ている。どのぐらい歩
ある

いただろうか、あたりが白
しろ

くボンヤリとし始
はじ

めた頃
ころ

、ひとつの

 灯
あか

りが見
み

えた。全
ぜん

員
いん

道
どう

路
ろ

に伏
ふ

せ、息
いき

を殺
ころ

してじっとしながら「これが最
さい

後
ご

か」と思
おも

っ

 た。 

  幸
さいわ

いその灯
あか

りは、南朝鮮側
みなみちょうせんがわ

の見
み

張
は

りの「早
はや

くこちらに来
こ

い」という合
あい

図
ず

だった。

 全
ぜん

員
いん

あまりの意
い

外
がい

さにただ呆
ぼう

然
ぜん

としたが、やがて我
われ

に帰
かえ

り、全力
ぜんりょく

で駆
か

け出
だ

していた。

 足
あし

の悪
わる

い母
はは

も泣
なき

きながら痛
いた

さをこらえ、みんなより遅
おく

れたが、どうにか南 朝 鮮
みなみちょうせん

の領
りょう

 地
ち

に入
はい

ることができた。 

  そこにはテントが２０張
はり

ほどあり、３８度
ど

線
せん

の北
きた

側
がわ

から逃
に

げてきた人
ひと

を休養
きゅうよう

させ

 るように準備
じゅんび

していた。ＤＤＴをかけられて予防注射
よぼうちゅうしゃ

をした後
あと

、１杯
ぱい

のおじやをもら

 うことができた。 

  テントに入
はい

ることはできたが、母
はは

は極端
きょくたん

な緊張状態
きんちょうじょうたい

から解
かい

放
ほう

されたためかすっ

 かり寝
ね

込
こ

んでしまい、１週間
しゅうかん

ほど起
おき

きることができなかった。また、ほとんどの人
ひと

が

 お腹
なか

をこわし、大
たい

変
へん

苦
く

労
ろう

した。 

  その後
ご

１ケ月ほどで引
ひき

揚
あげ

命
めい

令
れい

が出
で

たので船
ふね

に乗
の

り、それから３ケ月ほど船
ふね

での生
せい

 活
かつ

が始
はじ

まった。船
ふね

での食事
しょくじ

は朝
あさ

晩
ばん

に１杯
ぱい

ずつのおじやだった。お腹
なか

が空
す

いてどうしよ

 うもなく、栄養失調
えいようしっちょう

となって痩
や

せ衰
おとろ

えてお腹
なか

だけがふくれた。しかし、「この船
ふね

は日
に

 本
ほん

へ向
む

かっているんだ」と言
い

って歌
うた

をうたい、「日
に

本
ほん

に着
つ

いたらおはぎをたらふく食
た

べ

 るんだ」とか、「おすしを食
た

べよう」などと希
き

望
ぼう

と夢
ゆめ

を語
かた

って励
はげ

まし合
あ

った。 

  ようやく日
に

本
ほん

が見
み

えてきた頃
ころ

に船
ふね

の中
なか

で伝染病
でんせんびょう

が発生
はっせい

し、約
やく

１ケ月下
げ

船
せん

すること

 ができなかった。下関
しものせき

（山
やま

口
ぐち

県
けん

下関市
しものせきし

）をうらめしく思
おも

ったほどだ。 

  １９４６年（昭和
しょうわ

２１年）７月、１枚
まい

の毛
もう

布
ふ

と乾
かん

パンをもらい、消毒
しょうどく

されて、無
ぶ

事
じ

 に帰
き

国
こく

することができた。父
ちち

の実
じっ

家
か

がある相
あい

沼
ぬま

へ帰
かえ

った。 

  当
とう

時
じ

、北海道新聞
ほっかいどうしんぶん

でも一
いっ

家
か

４人が全
ぜん

員
いん

帰
き

国
こく

したことが報
ほう

道
どう

され、祖
そ

父
ふ

をはじめ親
しん

類
るい

 も大
たい

変
へん

喜
よろこ

んで迎
むか

えてくれた。しかし、食料事情
しょくりょうじじょう

がだんだんと悪
あっ

化
か

すると、「よく食
た

 べる子
こ

供
ども

だ」と陰
かげ

口
ぐち

を叩
たた

かれ、辛
つら

い日
ひ

々
び

も送
おく

った。 

  「戦
せん

争
そう

ほど悲
ひ

惨
さん

なことはない」 

  「戦
せん

争
そう

ほど残
ざん

酷
こく

なものはない」 

 と有
ゆう

名
めい

な詩
し

人
じん

が言
い

っている。 
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  戦
せん

争
そう

を体
たい

験
けん

した者
もの

のひとりとして、誰
だれ

もがあの苦
くる

しみを味
あじ

わうことがないように、

 戦
せん

争
そう

を知
し

らない若人
わこうど

や子
こ

供
ども

たちに伝
つた

えていきたいと思う。 
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